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「
全
国
眼
鏡
青
年
交
流
会
」
の
参
加
者

明
治
・
大
正
を
生
き
た
文

筆
家
・
大
町
桂
月
（
１
８
６

９
～
１
９
２
５
年
）
。
思
え

ば
、
彼
の
著
作
と
出
会
っ
て

６０
年
近
く
に
な
る
。
高
校
時

代
の
恩
師
か
ら
『
国
家
の
盛

衰
』
の
丸
暗
記
を
課
せ
ら
れ

た
の
が
、
す
べ
て
の
始
ま
り

だ
っ
た
。
実
に
８
９
７
字
。

覚
え
ら
れ
る
は
ず
が
な
い
と

投
げ
や
り
な
気
持
ち
で
読
み

始
め
た
が
、
美
文
の
心
地
良

さ
に
無
意
識
の
う
ち
に
没
頭

し
、
一
晩
で
暗
記
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

そ
の
中
に
後
の
私
を
決
定

づ
け
た
一
文
―
「
水
静
か
に

な
れ
ば
、
即
ち
腐
敗
す
る
」

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
激
し

く
行
動
し
続
け
る
こ
と
は
私

が
生
き
る
原
理
と
な
り
、
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
独
立

し
て
か
ら
は
Ｎ
Ｒ
Ｓ
（
Ｎ
ｅ

ｗ
＆
Ｒ
ｅ
ｐ
ｅ
ａ
ｔ

Ｃ
ｕ

ｓ
ｔ
ｏ
ｍ
ｅ
ｒ

Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ

ｅ
ｍ
）
の
基
底
を
な
す
考
え

方
と
し
た
。
研
修
生
は
『
国

家
の
盛
衰
』
の
丸
暗
記
が
必

須
。
こ
こ
を
起
点
に
月
商
１

０
０
０
万
円
へ
の
本
澤
研
修

が
始
ま
る
。

激
し
く
行
動
す
る
過
程
で

癌
な
ど
の
大
病
を
相
次
い
で

患
い
、
ま
す
ま
す
桂
月
の
言

葉
が
染
み
入
る
よ
う
に
な
っ

た
。
一
言
た
り
と
も
逃
し
た

く
な
い
と
国
会
図
書
館
に
通

い
、
読
み
漁
り
、
複
写
し
た
。

桂
月
は
生
涯
に
２
０
０
０
篇

も
の
著
作
を
残
し
た
が
、
そ

の
大
半
を
コ
ピ
ー
で
あ
れ
蒐

集
し
た
人
間
は
数
少
な
い
と

思
う
。
桂
月
は
「
時
代
に
埋

も
れ
た
大
家
」
だ
っ
た
か
ら

だ
。
得
意
と
し
た
美
文
は
芥

川
龍
之
介
に
高
く
評
価
さ
れ

た
が
、
時
代
が
進
む
中
で
廃

れ
て
い
っ
た
。
そ
の
教
訓
的

な
内
容
は
若
者
に
支
持
さ
れ

た
も
の
の
、
与
謝
野
晶
子
の

『
君
死
に
た
ま
ふ
こ
と
勿
れ
』

批
判
が
国
粋
主
義
的
と
見
做

さ
れ
、
当
時
隆
盛
し
て
き
た

小
説
を
書
か
な
か
っ
た
こ
と

も
起
因
し
て
作
家
と
し
て
の

評
価
を
落
と
す
こ
と
と
な
っ

た
。半

端
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ

う
失
意
の
中
で
、
桂
月
は
全

国
を
縦
横
に
旅
し
、
旺
盛
に

文
筆
活
動
を
続
け
た
。
そ
の

思
考
と
行
動
の
足
跡
は
各
地

に
残
る
歌
碑
が
物
語
る
。
し

か
し
酒
が
た
た
っ
て
胃
潰
瘍

を
悪
化
さ
せ
、
青
森
の
蔦
温

泉
で
５７
年
の
生
涯
を
閉
じ

た
。
静
か
な
ら
ざ
る
水
の
如

き
、
ま
さ
に
「
生
き
様
」
で

あ
っ
た
。
そ
の
生
き
様
が
私

の
心
を
動
か
し
、
執
着
さ
せ

る
の
だ
。
そ
の
桂
月

後
の

著
作
が
『
馬
鹿
珍
傳
』
で
あ

る
。
東
京
で
出
版
社
に
原
稿

を
渡
す
と
、
そ
の
足
で
蔦
温

泉
に
向
か
い
、
移
り
住
ん
だ

と
い
う
。

「
馬
鹿
と
云
え
ば
、
常
任

の
常
識
よ
り
判
じ
て
、
何
處

か
抜
け
た
る
所
の
あ
る
人
の

事
な
る
が
、
土
佐
に
て
は
、

更
に
珍
の
字
を
附
し
て
、
馬

鹿
珍
と
云
ふ
こ
と
あ
り
。
普

通
の
馬
鹿
の
爲
し
得
ざ
る
事

を
爲
す
。
而
し
て
常
人
の
意

想
外
に
出
づ
。
彼
の
畸
人
と

云
ひ
、
變
り
者
と
云
ひ
、
英

雄
と
云
ひ
、
豪
傑
と
云
ひ
、

志
士
と
云
ひ
、仁
人
と
云
ひ
、

侠
客
と
云
ひ
、聖
人
と
云
ひ
、

君
子
と
云
ふ
類
の
人
は
す
べ

て
み
な
常
人
の
常
識
よ
り
云

え
ば
、一
種
の
馬
鹿
珍
な
り
。

而
し
て
天
下
の
事
多
く
は
馬

鹿
珍
の
手
に
成
る
」

こ
う
馬
鹿
珍
を
評
し
、
桂

月
は
自
身
が
生
ま
れ
育
っ
た

土
佐
の
志
士
た
ち
の
逸
話
を

列
挙
し
て
い
く
。
次
男
で
理

学
博
士
の
芳
文
氏
は
追
悼
文

で
「
父
こ
そ
馬
鹿
珍
」
と
回

顧
し
て
い
る
が
、
い
や
い
や

ま
さ
に
。

大
町
桂
月
研
究
会
を
発
足

さ
せ
て
２６
年
が
経
つ
。
有
志

数
人
で
桂
月
そ
の
人
や
著
作

に
つ
い
て
議
論
や
情
報
交
換

を
重
ね
、
昨
年
は
私
と
同
じ

く
桂
月
を
敬
愛
す
る
清
田
祐

一
氏
と
共
に
桂
月
終
焉
の
地

で
あ
る
青
森
、
生
誕
の
地
で

あ
る
高
知
を
旅
し
た
。
青
森

へ
の
旅
を
き
っ
か
け
と
し

て
、
高
知
へ
の
旅
で
奇
跡
的

に
出
会
え
た
の
が
、
桂
月
の

子
孫
で
あ
る
堀
江
眞
美
さ
ん

だ
っ
た
。
そ
の
生
き
様
の
何

と
馬
鹿
珍
な
る
こ
と
か
。
私

の
中
に
渦
巻
く
桂
月
へ
の
思

い
が
焦
点
を
結
ん
だ
。
眞
美

さ
ん
の
生
き
様
を
ま
る
ご

と
、何
が
何
で
も
伝
え
た
い
。

こ
の
人
こ
そ
も
っ
と
世
に
出

る
べ
き
だ
。
そ
の
始
ま
り
の

日
が
明
日
に
迫
っ
た
。

「
堀
江
眞
美
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
」。
真
実
の
声
を
聴
け
。

人財経営コンサルタント

大町桂月研究会副会長

第
８
回
全
国
眼
鏡
青
年
交

流
会
が
６
月
１４
日
に
神
奈
川

県
の
横
浜
市
開
港
記
念
会
館

に
約
５０
人
が
参
加
し
て
、
消

費
者
啓
蒙
活
動
な
ど
活
発
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

今
年
の
同
交
流
会
は
、
神

奈
川
県
眼
鏡
協
会
青
年
部
が

担
当
で
行
わ
れ

た
。
ま
ず
、
神
奈

川
県
眼
鏡
協
会
発

信
！
他
組
合
へ
の

ご
提
案
、
神
奈
川

県
眼
鏡
協
会
の
組

織
説
明
、
Ｋ
Ｇ
Ｋ

事
業
部
に
よ
る
会

員
共
同
仕
入
れ
事

業
、
「
１０
月
１
日

メ
ガ
ネ
の
日
」
の

消
費
者
啓
蒙
活

動
、
消
費
者
と
行

く
ハ
イ
キ
ン
グ
に
つ
い
て
、

消
費
者
向
け
フ
リ
ー
ペ
ー
パ

ー
「
眼
鏡
道
」
の
発
行
、
青

年
部
活
動
報
告
、
一
般
ユ
ー

ザ
ー
を
対
象
に
し
た
共
同
活

動
と
市
の
研
究
に
つ
い
て
�

�
な
ど
の
発
表
が
行
わ
れ

た
。こ

の
中
の
メ
ガ
ネ
の
日
の

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
相
談
、
洗

浄
、調
整
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
、

メ
ガ
ネ
ク
ロ
ス
、
ブ
ラ
ン
ド

メ
ガ
ネ
ケ
ー
ス
な
ど
の
配
布

も
行
い
、
横
浜
で
も
人
気
の

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
が
紹

介
さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
、
消

費
者
啓
蒙
活
動
の
一
環
と
し

て
、
年
２
回
の
ハ
イ
キ
ン
グ

を
企
画
し
、
毎
回
盛
況
で
あ

る
こ
と
も
報
告
さ
れ
た
。
こ

れ
ら
の
報
告
に
は
、
全
国
の

代
表
者
か
ら
は
リ
ピ
ー
タ
ー

は
ど
の
く
ら
い
？
年
齢
層

は
？
な
ど
真
剣
な
質
問
が
活

発
に
行
わ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー

向
け
に
配
布
を
行
っ
て
い
る

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー「
眼
鏡
道
」

は
、
毎
年
発
行
し
て
い
る
も

の
で
、
メ
ガ
ネ
お
渡
し
袋
に

入
る
大
き
さ
と
な
っ
て
お

り
、
確
実
に
メ
ガ
ネ
の
こ
と

を
伝
え
ら
れ
る
も
の
に
な
っ

て
い
る
。
費
用
は
、
広
告
と

会
員
企
業
へ
の
販
売
な
ど
で

賄
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の

「
眼
鏡
道
」
に
つ
い
て
は
神

奈
川
だ
け
で
な
く
他
の
組
合

と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も

提
案
さ
れ
た
。

次
に
熊
本
地
震
で
の
被
害

状
況
が
各
団
体
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
も
の
が
報
告
さ
れ
た
。

大
阪
組
合
の
乾
理
事
か
ら

Ｊ
Ｏ
Ａ
認
定
眼
鏡
士
コ
ン
テ

ス
ト
の
提
案
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
は
、
認
定
眼
鏡
士
に
視

点
を
置
き
換
え
、
コ
ン
テ
ス

ト
の
開
催
及
び
参
加
す
る
こ

と
で
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
そ

こ
に
集
う
技
術
者
の
知
識
、

技
術
の
研
さ
ん
を
高
め
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
�
�

と
い
う
も
の
。

東
京
組
合
か
ら
は
、
公
認

メ
ガ
ネ
大
使
の
キ
ュ
ー
テ
ィ

ー
ハ
ニ
ー
が
掛
け
て
い
る
メ

ガ
ネ
フ
レ
ー
ム
を
取
り
扱
っ

て
い
く
こ
と
に
な
り
、
他
県

の
組
合
に
も
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
呼
び
か
け
た
。

次
回
開
催
は
１０
月
４
日
の

Ｉ
Ｏ
Ｆ
Ｔ
期
間
中
に
行
う
こ

と
が
決
ま
っ
た
。

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
会
議

命
も
要
ら
ず
、
金
も
要
ら

ず
、
名
も
要
ら
ず
と
い
ふ
人

は
始
末
し
難
き
が
、
斯
か
る

始
末
し
難
き
人
に
し
て
初
め

て
大
事
を
成
す
こ
と
は
、
西

郷
隆
盛
の
言
え
る
所
な
り
。

こ
れ
や
が
て
馬
鹿
珍
の
賛
辭

な
り
。
常
人
は
誰
も
命
が
欲

し
い
。
金
が
欲
し
い
。
名
が

欲
し
い
。
ま
だ
そ
の
上
に
爵

位
が
欲
し
い
。女
が
欲
し
い
。

常
人
に
比
し
て
馬
鹿
珍
は
何

所
處
か
缺
（
か
）
け
た
る
所

あ
り
。
そ
の
代
り
に
、
何
處

か
ま
た
餘
れ
る
所
あ
り
。

己
れ
の
勇
を
恃
み
て
、
他

の
勇
な
き
も
の
と
し
、
嚇
し

て
見
て
、
勇
な
け
れ
ば
、
益

�
々
之
を
侮
る
。
さ
れ
ど
根

が
正
直
な
り
。
他
の
勇
を
認

む
れ
ば
、
一
も
二
も
な
く
心

服
す
る
な
り
。

馬
鹿
珍
に
も
大
あ
り
、
小

あ
り
、
善
あ
り
、
悪
あ
り
。

大
に
し
て
善
な
る
馬
鹿
珍
こ

そ
面
白
け
れ
。
大
に
し
て
善

な
る
馬
鹿
珍
な
ら
ば
、
物
欲

に
累
せ
ら
れ
ず
し
て
、
事
理

に
徹
底
す
。
勇
に
徹
底
し
、

智
に
徹
底
し
、仁
に
徹
底
し
、

學
問
に
徹
底
し
、
技
術
に
徹

底
し
、
何
事
に
も
徹
底
す
。

大
に
し
て
善
な
る
馬
鹿
珍
あ

れ
ば
、
會
振
ひ
、
国
家
勃
興

す
。
常
人
は
草
木
と
同
じ
く

朽
つ
。
人
間
の
歴
史
は
、
や

が
て
馬
鹿
珍
の
歴
史
な
り
。

（『
馬
鹿
珍
傳
』か
ら
抜
粋
）

時
計
工
藝
新
聞
の

購
読
と
広
告
掲
載

の
お
申
し
込
み
は

�
０
３
�
３
８
３
４
�
４
８
８
６

東
京
貴
宝

７
月
１
、２
、３
日
の
３
日
間
開
催

今年も展示される
美しい「氷の彫刻」

東
京
貴
宝
�株
（
中
川
千
秋

社
長
）
で
は
、
恒
例
の
『
第

３４
回
ロ
イ
ヤ
ル
ジ
ュ
エ
リ
ー

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
を
７
月
１

日
（
金
）・
２
日
（
土
）・
３

日
（
日
）
の
３
日
間
、
東
京

・
港
区
芝
公
園
の
ザ
・
プ
リ

ン
ス
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
東
京
地

下
２
階
全
フ
ロ
ア
を
使
用
し

て
開
催
す
る
。

今
年
は
会
場
も
ザ
・
プ
リ

ン
ス
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
東
京
に

移
し
、
特
別
な
企
画
や
、
煌

め
く
新
作
ジ
ュ
エ
リ
ー
に
、

選
び
抜
か
れ
た

高
の
ト
ッ

プ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ジ
ュ
エ

リ
ー
を
一
堂
に
、
ま
た
、
人

気
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
新
作
や
特

に
夏
樹
陽
子
の「
ル
シ
オ
ラ
」

ブ
ラ
ン
ド
創
立
２０
周
年
の
記

念
作
品
に
「
ル
シ
オ
ラ
」
の

象
徴
「
蛍
」
を
モ
チ
ー
フ
と

し
た
復
刻
ジ
ュ
エ
リ
ー
も
用

意
。ロ

イ
ヤ
ル
ジ
ュ
エ
リ
ー
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
６
の
ス

ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
よ
り
身
近

に
」
を
テ
ー
マ
に
、
様
々
な

活
動
を
続
け
て
い
る
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ニ
ス
ト
高
嶋
さ
ち
子
が

立
ち
上
げ
た
�
観
て
も
、
聴

い
て
も
、
美
し
く
、
楽
し
い

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
�
「
１２
人
の
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
」�
に
よ
る
ジ
ャ

ン
ル
に
と
ら
わ
れ
ず
、
名
曲

を
演
奏
す
る
。
ま
た
毎
年
好

評
も
得
て
い
る
華
麗
で
幻
想

的
な
世
界
「
氷
の
彫
刻
」
ス

ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
も
行

う
。

展
示
の
時
計
は
６
月
１０
日
か
ら
一
新
さ
れ
た

一
般
財
団
法
人
樫
尾
俊
雄

記
念
財
団
は
「
樫
尾
俊
雄
発

明
記
念
館
」
の
時
計
展
示
を

全
面
刷
新
し
、
６
月
１０
日
の

「
時
の
記
念
日
」
か
ら
一
般

公
開
を
開
始
す
る
。

同
記
念
館
は
、
カ
シ
オ
計

算
機
の
創
業
者
の
一
人
で
発

明
家
の
故
・
樫
尾
俊
雄
氏
が

数
多
く
の
発
明
を
生
み
出
し

た
自
宅
の
一
部
を
改
装
し
、

発
明
し
た
製
品
を
展
示
す
る

た
め
に
一
般
公
開
し
た
も

の
。
カ
シ
オ
計
算
機
の

初

の
製
品
で
あ
る
世
界
初
の
小

型
純
電
気
式
計
算
機
「
１４
�

Ａ
」
を
は
じ
め
、
電
卓
、
時

計
、
電
子
楽
器
な
ど
が
展
示

さ
れ
て
い
る
。

時
計
を
展
示
す
る
「
時
の

部
屋
」
で
は
、
樫
尾
俊
雄
が

「
時
間
は
１
秒
ず
つ
の
足
し

算
で
あ
る
」
と
考
え
て
計
算

機
の
技
術
を
生
か
し
開
発
し

た
世
界
初
の
オ
ー
ト
カ
レ
ン

ダ
ー
つ
き
腕
時
計
「
カ
シ
オ

ト
ロ
ン
」
を
始
め
、
代
表
的

な
モ
デ
ル
を
展
示
。

新
展
示
で
は
歴
代
の
時
計

を
、
時
計
１
号
機
で
あ
る
カ

シ
オ
ト
ロ
ン
と
「
デ
ジ
タ
ル

独
自
の
多
機
能
化
」
、
そ
し

て
新
た
に
加
え
た
「
正
確
な

時
刻
の
追
求
」
「
構
造
・
外

装
・
表
示
の
多
様
化
」
の
コ

ー
ナ
ー
に
分
け
て
展
示
。

《
新
展
示
コ
ー
ナ
ー
紹
介
》

【
デ
ジ
タ
ル
独
自
の
多
機

能
化
】
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆

使
し
た
、
デ
ー
タ
バ
ン
ク
や

セ
ン
サ
ー
を
用
い
た
気
圧
計

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
独
自
機

能
を
搭
載
し
た
時
計
を
展

示
。【

正
確
な
時
刻
の
追
求
】

時
計
の
基
本
機
能
で
あ
る
正

確
な
時
刻
を
提
供
す
る
た
め

に
開
発
し
た
電
波
時
計
や
Ｇ

Ｐ
Ｓ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
電
波
ソ

ー
ラ
ー
時
計
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
で
正
確
な
時
刻
を
取
得

す
る

新
の
「
Ｅ
Ｑ
Ｂ
―
６

０
０
」
な
ど
を
展
示
。

【
構
造
・
外
装
・
表
示
の

多
様
化
】
「
時
計
は
金
属
と

ガ
ラ
ス
で
つ
く
る
も
の
」
と

い
う
既
成
概
念
を
破
っ
た
樹

脂
製
時
計
、
こ
れ
を
発
展
さ

せ
て
実
現
し
た
耐
衝
撃
腕
時

計
Ｇ
―
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
、
Ｅ
Ｌ

バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
や
２
色
成
形

バ
ン
ド
を
採
用
し
た
モ
デ
ル

な
ど
、使
用
シ
ー
ン
を
広
げ
、

斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
を
実
現
し

た
製
品
群
を
展
示
。

【
樫
尾
俊
雄
発
明
記
念
館

概
要
】
所
在
地
‥
東
京
都
世

田
谷
区
成
城
４
�
１９
�
１０
。

設
立
日
‥
２
０
１
３
年
５
月

１５
日
、
開
館
時
間
９
時
３０
分

～
１６
時
３０
分
、休
館
日
土
曜
、

日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始
、

夏
季
休
暇
、入
館
料
無
料（
入

館
は
要
予
約
）。

円相場

１０８．９５円
１０８．７４〃
１０７．１８〃
１０７．７３〃
１０６．９７〃
１０６．３５〃
１０６．８４〃
１０６．０９〃
１０５．８５〃
１０６．２４〃
１０３．９３〃

・価格は店頭渡しグラム当り小売価格（消費税込み）

・外国為替相場値は米１ドル（午後５時現在の銀行間）

―田中貴金属工業�株調べ―

銀

６３．２８円
６３．２８〃
６３．７２〃
６４．２６〃
６３．８２〃
６６．５２〃
６７．２８〃
６７．２８〃
６７．２８〃
６７．０６〃
６７．３９〃

Pt

３，７９７円
３，７３１〃
３，７６３〃
３，８２１〃
３，８１９〃
３，８５７〃
３，８１４〃
３，７８８〃
３，７７４〃
３，６９４〃
３，７０４〃

金

４，６５９円
４，６３３〃
４，６８１〃
４，６８９〃
４，６７１〃
４，７２９〃
４，７４８〃
４，７７３〃
４，７７３〃
４，７６６〃
４，７８９〃

日 付

６月２日�木
３日�金
６日�月
７日�火
８日�水
９日�木
１０日�金
１３日�月
１４日�火
１５日�水
１６日�木

貴金属地金相場旬報

発 行 所

�時計工芸新聞社
編集発行人 榎 本 卓 生
本 社 〒１１０―０００５ 東京都台東区上野１―９―６

ＴＥＬ ０ ３ ― ３ ８ ３ ４ ― ４ ８ ８ ６
ＦＡＸ ０ ３ ― ３ ８ ３ ４ ― ４ ２ ８ ７

振 替 ０１９０―２―１３６９４７
ＨＰアドレス

http‥//www.tokei– kougei.com/
Ｅメール

info@tokei– kougei.com

華
麗
で
幻
想
的
な
恒
例
の「
氷
の
彫
刻
」も

堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀堀
江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
クククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククク
シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシ
ョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
い
よ
い
よ

明
日
２１
日

開
催

心
を
動
か
す
生
き
様

馬

鹿

珍

本
澤

康
之 消

費
者
啓
蒙
へ
活
発
な
意
見

消消
費費
者者
啓啓
蒙蒙
へへ
活活
発発
なな
意意
見見

消消
費費
者者
啓啓
蒙蒙
へへ
活活
発発
なな
意意
見見

「
メ
ガ
ネ
の
日
イ
ベ
ン
ト
」や
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー「
眼
鏡
道
」な
ど

１０
日
「
時
の
記
念
日
」
か
ら
一
般
公
開

技技術術とと信信頼頼ををおお届届けけししまますす

指輪空枠・アクセサリー製造

デザイン・原型・ゴム型・キャスト・
磨き・石留までの一貫生産体制

［定 休 日］ 日・祝日、第２・第４土曜日

［営業時間］ ９：３０～１８：００

有限会社トーヨー精工
〒１１０―００１６ 東京都台東区台東３―２２―５（イエローテントが目印）
ＴＥＬ ０３―３８３５―１１５７ ＦＡＸ ０３―３８３５―２７２８

ホームページアドレス http://www.toyo―seiko.jp/

第
３４
回
ロ
イ
ヤ
ル
ジ
ュ
エ
リ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

全国眼鏡
青年交流会

第
８
回

特 別 寄 稿

樫尾俊雄発明記念館
時計展示を全面刷新

大
町
桂
月
大
に
し
て
善
な
る

馬
鹿
珍
こ
そ
面
白
け
れ

�	
��
�������
��THE TOKEIKOGEI SHIMBUN昭和２１年１２月２０日第三種郵便物認可・５日・２０日発行・購読料１カ年送料共１０，０００円
・一部３００円・海外購読料１カ年送料共航空便３万円～３万８千円（地域により異る）�� �
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ジ
ュ
エ
リ
ー
タ
ウ
ン
お
か

ち
ま
ち
（
高
橋
隆
之
会
長
、

Ｊ
Ｏ
Ｔ
）
の
第
２９
期
（
平
成

２７
年
度
）
通
常
総
会
が
先
ご

ろ
開
催
さ
れ
、
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
選
任
に
よ
り
、
田

中
勇
氏
（
�株
セ
レ
ナ
）
が
新

会
長
に
就
任
し
た
。

総
会
は
熊
野
順
一
副
会
長

（
�株
ジ
ュ
エ
リ
ー
・
ミ
ウ
ラ
）

の
司
会
で
進
行
。
竹
村
洋
之

副
会
長
（
�株
オ
リ
エ
ン
ト
４

Ｃ
’s
）の
開
会
の
辞
に
続
き
、

高
橋
隆
之
会
長
（
�株
高
橋
宝

飾
）
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、

議
長
を
選
出
、
議
案
に
入
っ

た
。議

案
は
、第
１
号
議
案（
事

業
報
告
承
認
に
関
す
る
件
）

第
２
号
議
案
（
第
２９
期
収
支

決
算
報
告
に
関
す
る
件
）
第

３
号
議
案
（
会
則
改
定
に
関

す
る
件
）
と
続
き
、
第
４
号

議
案
で
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
選
任
の
報
告
を
、
田
中
新

会
長
が
行
っ
た
。

こ
の
後
、第
５
号
議
案（
第

３０
期
事
業
計
画
（
案
）
承
認

に
関
す
る
件
）
第
６
号
議
案

（
第
３０
期
収
支
予
算
（
案
）

承
認
に
関
す
る
件
）
と
順
次

報
告
、
承
認
さ
れ
、
亀
山
名

誉
会
長
の
閉
会
の
辞
で
終
了

し
た
。

【
Ｊ
Ｔ
Ｏ
新
役
員
】

▽
会
長
・
田
中
勇
（
�株
セ

レ
ナ
）

▽
副
会
長
・
畠
山
隆
二（
�有

隆
鳳
）

▽
名
誉
会
長
・
亀
山
実（
�株

ミ
ユ
キ
）

▽
常
任
理
事
／
総
務
部
長

・
前
田
昌
彦
（
�株
エ
ス
テ
ー

ト
）
▽
同
／
経
理
部
長
・
竹

村
洋
之
（
�株
オ
リ
エ
ン
ト
４

Ｃ
’s
）
▽
同
／
企
画
部
長
・

神
部
由
樹
（
�株
Ｆ
ｉ
ｎ
ｅ
Ｃ

ｒ
ｅ
ｗ
）
▽
同
／
広
報
部
長

・
熊
野
順
一
（
�株
ジ
ュ
エ
リ

ー
・
ミ
ウ
ラ
）
▽
同
／
渉
外

部
長
・
熊
田
大
助
（
�株
セ
ン

ト
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
）
▽
同
／

防
犯
防
災
部
長
・
阿
部
邦
生

（
�有
ナ
オ
ム
ラ
プ
レ
ー
テ
ィ

ン
グ
）

▽
理
事
／
企
画
部
・
宇
内

孝
行
（
石
福
ジ
ュ
エ
リ
ー
パ

ー
ツ
�株
）
▽
同
／
企
画
部
・

蕪
木
貴
幸
（
中
川
装
身
具
工

業
�株
）
▽
同
／
広
報
部
・
竹

内
智
美
（
�株
ト
ム
・
フ
ァ
イ

ブ
）
▽
同
／
広
報
部
・
角
野

元
泰
（
�有
ス
ミ
ノ
宝
石
）

▽
相
談
役
・
高
橋
隆
之（
�株

高
橋
宝
飾
）

▽
顧
問
・
橋
本
養
三
（
石

福
ジ
ュ
エ
リ
ー
パ
ー
ツ
�株
）

▽
監
事
・
古
宮
尚
孝
（
石

福
ジ
ュ
エ
リ
ー
パ
ー
ツ
�株
）

▽
同
・
岸
野
豊
（
�有
き
し
の

宝
飾
）

宝
飾
・
時
計
・
メ
ガ
ネ
、

き
も
の
、
寝
具
に
特
化
し
た

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
企
画
広

告
会
社
・
�株
Ｐ
Ｒ
現
代
（
東

京
・
日
本
橋
、
下
島
仁
社
長
）

は
、
７
月
２７
日
に
『
最
強
の

客
づ
く
り
』
を
テ
ー
マ
に
東

京
・
ア
キ
バ
プ
ラ
ザ
で
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
す
る
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
専

門
店
の
既
存
顧
客
の
高
齢
化

が
進
む
中
、
新
規
客
、
生
涯

顧
客
の
獲
得
な
ど
の
課
題
に

重
点
を
お
き
、
「
口
コ
ミ
を

誘
発
す
る
信
用
」を
構
築
し
、

社
員
と
顧
客
、
そ
し
て
地
域

か
ら
強
く
愛
さ
れ
る
「
最
強

の
客
づ
く
り
」
を
発
表
。
同

社
で
は
、
「
最
強
の
客
づ
く

り
」
を
重
点
と
し
て
、
そ
の

た
め
の
重
点
項
目
を
�１
最
強

の
ス
ト
ア
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

�２
最
強
の
チ
ー
ム
づ
く
り
�３

最
強
の
ウ
ェ
ブ
と
リ
ア
ル
の

融
合
を
掲
げ
、
そ
の
具
体
策

を
セ
ミ
ナ
ー
で
は
事
例
を
も

と
に
解
説
す
る
。

記
念
講
演
に
は
、
経
営
者

を
支
援
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
専
門
家
山
下
淳
一
郎
氏

（
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
�株

代
表
取
締
役
）を
迎
え
、「
最

強
の
経
営
チ
ー
ム
の
作
り

方
」
に
つ
い
て
講
演
し
て
い

た
だ
く
。
ま
た
、
事
例
発
表

で
は
、「
�株
き
ぬ
や
」（
兵
庫

県
姫
路
市
）
の
代
表
取
締
役

桑
田
直
宏
氏
と
、
�株
イ
ン
タ

ー
ジ
ェ
ム（
宮
城
県
仙
台
市
）

の
代
表
取
締
役
会
長
佐
藤
郁

雄
氏
の
両
名
が
登
壇
す
る
。

翌
２８
日
に
は
、
今
後
ま
す

ま
す
必
要
と
さ
れ
る
ウ
ェ
ブ

の
分
野
で
、
売
り
上
げ
に
直

結
す
る
最
新
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

提
示
す
る
「
ウ
ェ
ブ
・
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」
の

開
催
も
決
定
。下
島
社
長
は
、

戦
略
・
戦
術
を
提
示
し
て
き

た
恒
例
の「
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
」

が
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
へ
と
進

化
し
た
と
語
り
、
「
本
セ
ミ

ナ
ー
は
、
具
体
的
な
実
践
事

例
か
ら『
最
強
の
客
づ
く
り
』

を
学
ぶ
最
良
の
１
日
と
な
る

こ
と
を
お
約
束
し
ま
す
」
と

述
べ
た
。

時
間
は
午
前
１０
時
３０
分
～

午
後
７
時
３０
分
。

【
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
参
加
料
】

○
和
道
経
営
の
会
、
Ｊ
Ｍ

Ｇ
メ
ン
バ
ー
‥
１
人
１
万
５

０
０
０
円
／
複
数
参
加
１
人

１
万
２
０
０
０
円

○
『
ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
』
購
読
店

‥
１
人
２
万
５
０
０
０
円
／

複
数
参
加
人
２
万
円

○
一
般
‥
１
人
３
万
円
／

複
数
参
加
人
２
万
５
０
０
０

円
【
ウ
エ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
参
加

料
】○

和
道
経
営
の
会
、
Ｊ
Ｍ

Ｇ
メ
ン
バ
ー
‥
１
人
１
万
円

円
／
一
般
１
人
２
万
円

※
２
日
間
参
加
の
場
合
、

割
引
有
り

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

は
、
�
０３
	
３
６
３
９
	
１

２
５
３
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
０３
	
３
６

３
９
	
１
２
５
０

Ｐ
Ｒ
現
代

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http

://pr–g.jp

）
か

ら
直
接
申
し
込
み
が
可
能
。

Ｐ
Ｒ
現
代
７
月
２７
日
に
夏
季
セ
ミ
ナ
ー

新ブランド『華艶』ジュエリー１００点展示
シ
チ
ズ
ン
宝
飾
�株
（
東
京

都
台
東
区
、平
田
洋
司
社
長
）

は
、
恒
例
の
�
シ
チ
ズ
ン
煌

翔
展
in
東
京
�
を
、
芝
公
園

・
ザ
・
プ
リ
ン
ス
パ
ー
ク
タ

ワ
ー
東
京
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル
で
６
月
４
日
に
開

催
し
た
。

先
頃
開
催
さ
れ
た
�
シ
チ

ズ
ン
宝
飾
グ
ラ
ン
ド
フ
ェ

ア
�
で
お
披
露
目
さ
れ
た
、

同
社
の
新
ブ
ラ
ン
ド『
華
艶
』

（
か
え
ん
）の
ジ
ュ
エ
リ
ー
約

１
０
０
点
を
は
じ
め
、
シ
チ

ズ
ン
の
ハ
イ
ジ
ュ
エ
リ
ー
Ｐ

Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ｉ
、
新

商
品
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
Ｕ
Ｎ

Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
や
、
ノ
ブ
コ
イ

シ
カ
ワ
、
梶
光
夫
な
ど
国
内

外
を
代
表
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
ジ
ュ
エ
リ
ー
な
ど
数
多
く

の
ジ
ュ
エ
リ
ー
が
展
示
さ
れ

た
同
展
。
展
示
ス
ペ
ー
ス
入

口
脇
に
は
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｏ

Ｔ
Ｔ
Ｉ
と
Ｕ
Ｎ

Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｒ

の
ジ
ュ
エ
リ
ー
、
入
口
正
面

に
は『
華
艶
』の
代
表
作
が
、

そ
れ
ぞ
れ
展
示
さ
れ
、
来
場

者
を
出
迎
え
て
く
れ
た
。

な
お
、
『
華
艶
』
共
同
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
八
代
亜
紀

さ
ん
は
、
当
日
ミ
ニ
ラ
イ
ブ

を
披
露
し
、
５
曲
を
熱
唱
。

ま
た
、
今
月
中
旬
に
熊
本
地

震
後
初
め
て
被
災
地
を
慰
問

す
る
こ
と
を
報
告
。
県
内
全

域
を
ス
テ
ー
ジ
型
ト
ラ
ッ
ク

で
２
日
間
巡
り
、
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
計

画
だ
。

展示スペース奥の『華艶』コーナー

入口正面に展示された代表作

ジ
ュ
エ
リ
ー
タ
ウ
ン
お
か

ち
ま
ち
は
、
恒
例
の
夏
の
タ

ウ
ン
セ
ー
ル
を
７
月
４
日
～

８
日
ま
で
開
催
す
る
。
今
年

か
ら
１
日
延
長
し
て
、
歳
末

セ
ー
ル
同
様
５
日
間
開
催
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
参
加
店
も
２
店
増

え
、
全
４２
店
に
。
さ
ら
に
今

年
か
ら
「
タ
ウ
ン
セ
ー
ル
参

加
店
」
の
統
一
ポ
ス
タ
ー
を

作
製
。
店
頭
に
貼
っ
て
分
か

り
や
す
く
す
る
。

好
評
の
抽
選
会
も
例
年
通

り
実
施
す
る
。抽
選
景
品
は
、

１０
万
円
分
を
筆
頭
に
５
万
円

か
ら
５
千
円
ま
で
の
買
い
物

券
を
９２
本
用
意
し
、
要
望
の

強
か
っ
た
「
東
京
デ
ィ
ズ
ニ

ー
ラ
ン
ド
チ
ケ
ッ
ト
を
ペ
ア

で
」
も
５
本
用
意
し
た
。
ま

た
、
ド
ト
ー
ル
の
バ
リ
ュ
ー

カ
ー
ド
（
３
０
０
円
チ
ャ
ー

ジ
）
を
新
た
に
設
け
、
遠
方

の
利
用
者
に
も
利
便
性
の
良

い
景
品
を
用
意
し
た
。

公
式
記
念
ア
ル
バ
ム

�株
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｎ
Ｏ
・
Ｓ
Ｗ

Ｉ
Ｓ
Ｓ
（
東
京
都
中
央
区
、

代
表
取
締
役
‥
山
田
喜
久

男
）
は
、
付
属
の
時
計
修
理

教
室
（
一
般
者
向
け
）
を
６

月
１０
日
に
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｎ
Ｏ
・

Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
社
内
で
開
設
。

■
開
設
の
背
景

毎
日
訪

れ
る
修
理
依
頼
を
さ
れ
る
お

客
様
に
は
、
時
計
が
大
好
き

で
理
解
が
深
い
方
も
多
く
お

ら
れ
る
中
、
自
身
で
分
解
し

た
結
果
壊
し
て
し
ま
い
、
残

念
だ
と
い
う
話
を
伺
う
事
が

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
時
計
を

分
解
し
た
い
ほ
ど
好
き
な
お

客
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
、
失
敗
の
リ
ス
ク
を
回
避

し
な
が
ら
楽
し
ん
で
頂
く
機

会
と
し
開
設
す
る
。

■
開
設
し
た
施
設
の
特
徴

山
田
氏
は
Ｃ
Ｍ
Ｗ
（
サ
ー

テ
ィ
フ
ァ
イ
ド
・
マ
ス
タ
ー

・
ウ
ォ
ッ
チ
メ
ー
カ
ー
上
級

時
計
師
）
の
資
格
を
有
し
、

通
常
ス
イ
ス
送
り
に
な
る
時

計
の
部
品
を
自
作
し
て
日
本

で
修
理
す
る
。
世
界
で
も
有

数
の
技
術
者
で
す
。
ま
た
、

同
社
に
は
部
品
製
作
の
為
の

設
備
も
整
っ
て
い
る
。

山
田
氏
の
指
導
の
も
と
自

身
の
時
計
を
分
解
組
立
し
、

最
後
の
点
検
を
山
田
氏
が
行

う
事
に
よ
り
、
失
敗
の
リ
ス

ク
を
回
避
し
た
上
で
通
常
の

点
検
以
上
の
達
成
感
と
理

解
、
愛
着
が
得
ら
れ
る
。

■
今
後
の
展
開

９
月
に
は
技
術
者
向
け
教

室
を
開
設
し
山
田
氏
の
技
術

を
継
承
す
る
事
で
、
日
本
時

計
業
界
の
発
展
を
目
指
す
。

■
会
社
概
要

商
号
‥
�株
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｎ
Ｏ

・
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｓ

代
表
者
‥
代
表
取
締
役
山

田
喜
久
男

所
在
地
‥
〒
１
０
４
―
０

０
６
１

東
京
都
中
央
区
銀

座
７
―
１２
―
４
、
友
野
本
社

ビ
ル
２
Ｆ

設
立
‥
２
０
０
９
年
１０
月

事
業
内
容
‥
複
雑
時
計
修

理
Ｕ
Ｒ
Ｌ
‥http

:
//w

w
w

.technosw
iss.co.jp/

■
本
件
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
先

▽
企
業
名
‥
�株
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ

Ｎ
Ｏ
・
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｓ

▽
担
当
者
名
‥
山
田

▽
�
‥
０３
・
５
５
５
０
・

３
５
１
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
‥
０３
・

５
５
５
０
・
３
５
１
６

▽
Ｅ
ｍ
ａ
ｉ
ｌ
‥w

atch
–repair–class@

techno
sw

iss.co.jp

▽
受
付
時
間
‥
１１
‥
００
～

１５
‥
００
（
水
曜
日
～
金
曜
日

の
み
）

日本初

Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｎ
Ｏ
・
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
が
開
設

�株
ノ
ブ
コ
イ
シ
カ
ワ
（
千

葉
県
市
川
市
）
の
石
川
佳
柄

社
長
が
、
５
月
１２
日
か
ら
１５

日
に
か
け
て
イ
ギ
リ
ス
の
ウ

イ
ン
ザ
ー
城
で
催
さ
れ
た
エ

リ
ザ
ベ
ス
女
王
陛
下
生
誕
９０

年
記
念
祝
賀
式
典
で
、
女
王

陛
下
及
び
王
室
御
一
家
が
御

臨
席
に
な
ら
れ
た
、
１５
日
の

祝
賀
イ
ベ
ン
ト
に
日
本
の
ジ

ュ
エ
ラ
ー
と
し
て
唯
一
参
加

し
た
。

今
回
の
祝
賀
で
公
式
記
念

ア
ル
バ
ム
が
作
成
さ
れ
、
日

本
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド

で
唯
一
、
�株
ノ
ブ
コ
イ
シ
カ

ワ
が
選
ば
れ
�
Ｆ
Ｉ
Ｔ

Ｆ

Ｏ
Ｒ

Ａ

Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｅ
Ｎ

（
女
王
に
ふ
さ
わ
し
き
も

の
）�
と
い
う
章
に
掲
載
さ

れ
た
。

公
式
ア
ル
バ
ム
及
び
ア
ル

バ
ム
に
掲
載
さ
れ
た
ジ
ュ
エ

リ
ー
は
、
７
月
か
ら
市
川
サ

ロ
ン
で
展
示
さ
れ
る
。

☆
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
委
員
会

（
山
崎
素
子
委
員
長
）
平
成

２８
年
第
５
回

�１
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た

グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ル
ー
ル

改
定
箇
所
を
報
告
・
確
認
し

た
。�２

総
会
で
行
う
「
２７
年
度

活
動
報
告
」
と
「
２８
年
度
活

動
計
画
」
を
確
認
・
決
定
し

た
。�３

処
理
さ
れ
た
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
の
表
記
�
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｔ

Ｅ
Ｄ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
�
に
つ
い

て
、
検
討
し
た
。
次
回
の
継

続
審
議
案
件
と
す
る
。

�４
他

☆
色
石
委
員
会
（
堀
川
洋

一
委
員
長
）
平
成
２８
年
第
５

回
�１
公
正
競
争
規
約
準
備
委

員
会
よ
り
依
頼
さ
れ
た
技
術

に
関
す
る
内
容
の
検
討
を
行

い
、
修
正
案
を
提
出
し
た
。

�２
「
２７
年
度
活
動
報
告
」

と
「
２８
年
度
活
動
計
画
」
を

決
定
し
た
。

�３
パ
ラ
イ
バ
・
ト
ル
マ
リ

ン
の
定
義
変
更
に
至
る
経
緯

を
記
録
し
た
書
面
を
、
理
事

会
要
請
に
よ
り
作
成
し
た
。

�４
他

☆
真
珠
委
員
会
（
渥
美
郁

男
委
員
長
）
平
成
２８
年
第
５

回
�１
「
２７
年
度
活
動
報
告
」

と
「
２８
年
度
活
動
計
画
」
を

確
認
し
た
。

�２
【
「
養
殖
真
珠
」
と
い

う
鑑
別
結
果
へ
の
説
明
文
】

を
確
認
後
、
Ａ
Ｇ
Ｌ
の
Ｈ
Ｐ

に
掲
載
し
た
。

�３
他

☆
総
務
委
員
会
（
鈴
木
芳

夫
委
員
長
）
平
成
２８
年
第
５

回
�１
公
正
競
争
規
約
準
備
委

員
会
と
Ｈ
Ｐ
情
報
開
示
委
員

会
か
ら
、
進
捗
状
況
が
報
告

さ
れ
た
。

�２
総
会
当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
と「
２７
年
度
活
動
報
告
」

「
２８
年
度
活
動
計
画
」
を
確

認
し
た
。

�３
他

☆
理
事
会

平
成
２８
年
第

２
回�１

会
計
が
予
算
計
画
の
見

通
し
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

�２
パ
ラ
イ
バ
・
ト
ル
マ
リ

ン
の
定
義
変
更
の
経
緯
説
明

文
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。

�３
他

ジ
ュ
エ
リ
ー
製
造
団
体
等

協
議
会
（
Ｊ
Ｍ
Ｃ
）
は
、
１

月
に
実
施
さ
れ
た
、
平
成
２７

年
度
技
能
検
定
、
貴
金
属
装

身
具
３
級
の
試
験
結
果
を
先

ご
ろ
発
表
、
今
年
度
の
合
格

者
は
１
１
８
人
で
合
格
率
は

７５
・
６
％
だ
っ
た
。

３
級
検
定
の
課
題
は
、
銀

を
用
い
て
リ
ン
グ
を
製
作
す

る
も
の
で
、
専
門
学
校
生
に

も
受
検
資
格
が
与
え
ら
れ
て

い
る
た
め
、
全
国
的
に
関
心

が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。

平
成
２７
年
度
は
、北
海
道
、

新
潟
県
で
初
め
て
実
施
さ

れ
、全
国
７
カ
所
と
増
え
た
。

ま
た
、
新
潟
県
、
山
梨
県
で

は
、
授
業
の
一
環
と
し
て
、

貴
金
属
装
身
具
製
作
を
学
ぶ

専
門
学
校
生
が
多
く
受
検
し

た
。な

お
、
昨
年
度
は
、
受
検

申
請
者
１
６
８
人
、
合
格
者

１
０
４
人
だ
っ
た
。

同
検
定
は
平
成
２８
年
度
も

実
施
さ
れ
る

予
定
。
問
い

合
わ
せ
は
、

各
地
方
の
職

業
能
力
開
発

協
会
・
ジ
ュ

エ
リ
ー
製
造

団
体
等
協
議

会
（
�
０３
	

３
８
３
６
	

０
８
０
５
）

・
東
京
貴
金

属
検
定
協
議

会
（
�
０３
	

３
８
３
２
	

４
０
６
６
）

・
Ｊ
Ｊ
Ａ（
�

０３
	
３
８
３

５
	
８
５
６

７
）
ま
で
。

中央宝石研究所の各種セミナー

各種セミナー

※上記日程は都合により変更となることがありますので、あらかじめお問い合わ

せの上お申し込みください。

●受講料

・ベーシックコース（２日間） ￥２５，０００＋消費税

・ダイヤモンドコース（２日間） ￥２５，０００＋消費税

・パールグレーディングコース（１日間）￥１２，０００＋消費税

・宝石鑑別コース（２日間） ￥３０，０００＋消費税

●セミナー開催時間：東京 １０：００～１７：００

大阪 １０：３０～１７：００（会場の都合により）

博多 １０：００～１７：００（開講最低人数５名）

お申し込みは下記までお願い致します

東 京 ＴＥＬ：０３（３８３７）０８５５ ＦＡＸ：０３（３８３９）１４５５ 大 阪 ＴＥＬ：０６（６２４５）５１８７ ＦＡＸ：０６（６２４５）５１９７
博 多 ＴＥＬ：０９２（４７２）３０３８ ＦＡＸ：０９２（４７２）３８４６

８月

４～５

２５～２６

１８～１９

７月

１４～１５

２６～２７

２１～２２

６月

２～３

２７～２８

１６～１７

２０

９～１０

各種セミナースケジュール

ベーシックコース（東京）

ダイヤモンドコース（東京）

ベーシックコース（大阪）

ダイヤモンドコース（大阪）

パールグレーディングコース（東京）

宝石鑑別コース（東京）

博多ベーシックコース

貴社と共に成長する会社を目指します

宝飾品の総合商社

片 岡 商 店 株 式 会 社

〒５５０―００１４ 大阪市西区北堀江１丁目１９番地１号
八光心斎橋ＡＩＲＢｌｄｇ５Ｆ

ＴＥＬ ０６（６１１０）１ ０ ０ ７
ＦＡＸ ０６（６５３１）６ ４ ２ ５

天然素材の魅力を
べっ甲の美を求めて

べっ甲製品製造卸

〒５５０―００１５ 大阪市北区天満橋１―３―１７

ＴＥＬ ０６―６８０９―４７８７

合
格
者
は
１１８
人

高
橋
会
長
は
相
談
役
に
就
任

八
代
亜
紀
の
ラ
イ
ブ
も

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計
修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修修
理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理
教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室

ＪＪ
ＴＴ
ＯＯ

新新
会会
長長
にに
田田
中中
勇勇
氏氏

新
役
員

決
ま
る

ＪＴＯ

夏
の
タ
ウ
ン
セ
ー
ル
７
月
４
日

か
ら
８
日

参
加
２
店
増
４２
店

Ｊ
Ｍ
Ｃ

平平成成２２７７年年度度・・技技能能検検定定、、貴貴金金属属
装装身身具具３３段段のの試試験験結結果果をを発発表表

華華ややかかににシシチチズズンン煌煌翔翔展展ｉｉｎｎ東東京京

英国エリザベス女王生誕９０年の公式

記念アルバムにノブコイシカワ掲載

最
強
の
客
づ
く
り

ＡＡ
ＧＧ
ＬＬ
５５
月月

のの
活活
動動
報報
告告
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「会長２年目」を迎える小宮宇子会長

日
本
ハ
ム
の
大
谷
翔
平
投

手
が
日
本
最
速
と
な
る
１
６

３
�
を
記
録
し
た
。

秒
速
４５
・
３
�
。
ピ
ッ
チ

ャ
ー
マ
ウ
ン
ド
か
ら
ホ
ー
ム

ベ
ー
ス
ま
で
の
距
離
は
１８
・

４
�
で
あ
り
、
１
９
３
�
と

長
身
の
大
谷
の
手
か
ら
離
れ

た
ボ
ー
ル
は
１
秒
も
か
か
ら

ず
に
あ
っ
と
い
う
間
に
キ
ャ

ッ
チ
ミ
ッ
ト
に
飛
び
込
む
わ

け
だ
。

こ
う
な
る
と
メ
ジ
ャ
ー
球

団
が
放
っ
て
お
か
な
い
。

日
ハ
ム
か
ら
は
ダ
ル
ビ
ッ

シ
ュ
有
が
２
０
１
１
年
オ
フ

に
レ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
へ
移
籍

し
、
今
季
は
ケ
ガ
か
ら
の
復

帰
で
大
活
躍
を
見
せ
て
お

り
、
メ
ジ
ャ
ー
で
は
日
本
人

投
手
の
評
価
は
高
い
。

ヤ
ン
キ
ー
ス
の
田
中
将

大
、
ド
ジ
ャ
ー
ス
の
前
田
健

太
ら
の
好
投
も
、
「
日
本
に

は
も
う
有
望
な
投
手
は
い
な

い
の
か
？
」
と
米
国
か
ら
の

リ
ク
エ
ス
ト
に
ス
カ
ウ
ト
た

ち
が
せ
っ
せ
と
情
報
を
送
っ

て
い
る
。
す
で
に
水
面
下
で

大
谷
獲
得
へ
熾
烈
な
争
い
が

繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
の
は

十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

そ
ん
な
メ
ジ
ャ
ー
入
り
を

暗
示
す
る
よ
う
に
、
大
手
時

計
メ
ー
カ
ー
が
イ
メ
ー
ジ
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
に
大
谷
を
採
用

し
た
。

ポ
ス
タ
ー
の
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
は
「
世
界
に
挑
む
人

へ
。
」
と
な
っ
て
い
る
。
グ

ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
現
代

人
に
ふ
さ
わ
し
い
時
計
と
し

て
大
谷
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と

一
致
し
た
の
だ
。
そ
の
時
計

メ
ー
カ
ー
は
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ

も
起
用
し
て
い
る
。
日
ハ
ム

か
ら
メ
ジ
ャ
ー
へ
と
い
う
流

れ
が
す
で
に
出
来
上
が
っ
て

い
る
よ
う
だ
。

そ
こ
で
気
に
な
る
の
が
大

谷
の
メ
ジ
ャ
ー
入
り
ま
で
の

道
筋
だ
。今
年
７
月
に
２２
歳
。

プ
ロ
４
年
目
で
あ
り
、
海
外

Ｆ
Ａ
権
を
取
得
す
る
の
は
順

調
に
い
っ
て
６
年
後
の
２
０

２
２
年
。
入
札
制
度
（
ポ
ス

テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
）
で
の

メ
ジ
ャ
ー
移
籍
も
可
能
だ

が
、
日
本
ハ
ム
も
人
気
選
手

だ
け
に
観
客
動
員
数
を
気
に

し
て
ま
だ
放
出
し
た
く
な

い
。２

０
０
６
年
以
来
と
な
る

日
本
シ
リ
ー
ズ
優
勝
投
手
と

い
う
�
手
土
産
�
が
つ
い
て

始
め
て
球
団
の
メ
ジ
ャ
ー
移

籍
Ｏ
Ｋ
が
出
る
と
み
ら
れ

る
。

現
行
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
は
１３
年
に
ス
タ
ー
ト
し

て
今
年
１２
月
ま
で
の
３
年
間

有
効
で
、
以
降
は
１
年
ご
と

に
見
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
。
さ
る
５
月
６
日
に

は
大
リ
ー
グ
移
籍
を
目
指
す

選
手
が
利
用
す
る
ポ
ス
テ
ィ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
が
今
オ
フ
も

現
行
通
り
運
用
さ
れ
る
こ
と

が
発
表
さ
れ
た
。

と
は
い
え
メ
ジ
ャ
ー
側
に

は
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

へ
の
不
満
が
大
き
い
。
選
手

に
直
接
払
う
な
ら
ま
だ
し

も
、
所
属
球
団
に
２
０
０
０

万
�
（
約
２１
億
２
０
０
０
万

円
）
も
大
金
を
払
う
の
は
ば

か
げ
て
い
る
と
い
う
考
え

だ
。
い
つ
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
制

度
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う

か
、
わ
か
ら
な
い
状
況
な
の

だ
。日

本
ハ
ム
は
新
球
場
構
想

と
打
ち
上
げ
て
お
り
、
そ
の

た
め
の
資
金
も
必
要
に
な

る
。
完
成
は
７
年
後
の
２
０

２
４
年
と
し
て
い
る
が
、
ポ

ス
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
と
い

う
制
度
が
吹
っ
飛
ん
で
し
ま

え
ば
、
日
ハ
ム
に
は
１
円
も

入
っ
て
こ
な
く
な
る
。
大
谷

の
メ
ジ
ャ
ー
行
き
が
早
ま
る

可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ

る
。ダ

ル
ビ
ッ
シ
ュ
も
田
中
も

プ
ロ
７
年
目
の
２５
歳
の
時
に

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
も

行
使
し
て
メ
ジ
ャ
ー
に
移
籍

し
た
。
大
谷
の
メ
ジ
ャ
ー
挑

戦
も
刻
一
刻
と
迫
っ
て
い
る

の
は
間
違
い
な
い
。

（
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
タ
ー
。

三
山
典
央
）

大
阪
時
計
宝
飾
眼
鏡
商
業

協
同
組
合
（
辰
巳
貞
一
理
事

長
）
は
、
５
月
２６
日
午
後
２

時
か
ら
大
阪
市
中
央
区
島
之

内
の
ア
ー
ク
ホ
テ
ル
大
阪

で
、
第
６９
期
定
期
総
会
並
び

に
表
彰
・
懇
親
会
を
開
催
し

た
。総

会
は
、
定
刻
江
藤
克
二

専
務
理
事
の
司
会
で
開
会
、

総
会
成
立
宣
言
（
組
合
員
数

�
１
２
１
人
、出
席
�
３４
人
、

委
任
状
�
３８
人
）
に
次
い
で

組
合
員
物
故
者
２
人
（
奥
平

紘
子
・
中
西
信
博
）
に
黙
祷

し
、辰
巳
貞
一
理
事
長
は「
昨

年
は
組
合
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご

協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果

を
も
と
に
新
し
い
ビ
ジ
ョ
ン

に
向
か
っ
て
進
め
て
い
き
ま

す
」
と
挨
拶
し
た
。
議
長
選

出
で
は
定
款
に
よ
り
辰
巳
理

事
長
が
議
長
と
な
っ
て
第
１

号
議
案
・
第
２
号
議
案
が
承

認
さ
れ
、
第
３
号
議
案
役
員

改
選
の
件
で
、
指
名
推
薦
に

よ
り
推
薦
会
議
の
結
果
を
江

藤
委
員
長
が
発
表
（
理
事
１８

人
�
藪
内
正
明
・
辰
巳
貞
一

・
吉
田
浩
通
・
木
下
康
生
・

有
隅
武
正
・
中
西
誠
一
郎
・

亀
井
伸
夫
・
加
藤
和
彦
・
岡

野
正
巳
・
濱
�
全
邦
・
北
村

繁
典
・
杉
岡
宗
雄
・
北
浦
皓

司
・
横
山
文
男
・
谷
武
・
小

谷
純
・
江
藤
克
二
。
監
事
２

名
�
藤
本
雅
・
�
田
武
比
古
）

承
認
さ
れ
た
。
臨
時
理
事
会

が
別
室
で
開
か
れ
た
結
果
、

会
長
�
藪
内
正
明
、
理
事
長

�
辰
巳
貞
一
が
再
選
さ
れ

た
。引

き
続
き
第
４
号
議
案
か

ら
第
７
号
議
案
（
定
款
改
正

理
事
定
数
変
更
の
件
が
承
認

さ
れ
、
以
上
で
議
事
を
終
了

し
、
藪
内
正
明
会
長
の
閉
会

の
挨
拶
で
第
１
部
の
総
会
を

終
了
し
た
。

休
憩
後
、
第
２
部
懇
親
会

に
移
り
、
辰
巳
理
事
長
挨
拶

に
次
い
で
来
賓
代
表
で
大
阪

府
商
工
労
働
部
中
小
企
業
支

援
室
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業

課
平
野
有
一
課
長
補
佐
、
大

阪
時
計
卸
協
同
組
合
小
谷
年

司
理
事
が
祝
辞
を
述
べ
、
次

に
来
賓
の
紹
介
、
祝
電
の
披

露
に
次
い
で
、
１
級
技
能
検

定
合
格
証
書
（
都
島
地
区
の

貴
宝
堂
時
計
店
大
塚
雅
巳
）

の
交
付
後
、
懇
親
会
が
行
わ

れ
た
。

総会で再任された辰巳貞一理事長

（
公
社
）
日
本
ジ
ュ
エ
リ

ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会
（
小
宮

宇
子
会
長
）
は
、
６
月
３
日

午
後
３
時
か
ら
千
代
田
区
丸

の
内
の
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
第
５
回
定
時
総
会
を
開

催
し
た
。

総
会
で
は
小
林
副
会
長
の

開
会
の
辞
に
次
い
で
小
宮
会

長
が
「
私
が
会
長
に
就
任
し

て
一
年
が
忙
し
く
過
ぎ
ま
し

た
。
今
年
度
も
ハ
ー
ド
な
１

年
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
皆

様
方
と
共
に
協
力
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
本
総
会
が
ス
ム
ー
ズ

に
行
く
よ
う
に
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
」と
挨
拶
し
、

定
款
に
よ
り
理
事
長
が
議
長

と
な
り
、
総
会
成
立
を
宣
言

（
会
員
数
�
４
０
５
人
、
出

席
者
�
４７
人
、
委
任
状
�
２

１
６
人
）
。
次
い
で
議
事
録

署
名
人
が
指
名
さ
れ
、
議
案

議
事
に
移
り
	１
平
成
２７
年
度

事
業
報
告
の
件
、
平
成
２７
年

度
事
業
報
告
・
平
成
２７
年
度

監
査
報
告
、
	２
平
成
２８
年
度

事
業
計
画
及
び
予
算
報
告
の

件
、
平
成
２８
年
度
事
業
計
画

・
平
成
２８
年〈
決
定
議
事
項
〉

平
成
２７
年
度
決
算
承
認
の
件

（
平
成
２７
年
度
決
算
報
告
・

平
成
２７
年
度
監
査
報
告
が
す

べ
て
承
認
さ
れ
、
議
案
審
議

が
終
わ
り
、
事
務
局
か
ら
新

会
員
７
人
が
紹
介
さ
れ
、
関

根
副
会
長
の
閉
会
の
辞
で
終

了
し
た
。

ま
た
、
Ｊ
Ｊ
Ｄ
Ａ
は
創
立

５０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
昨

年
７
月
に
東
京
の
イ
タ
リ
ア

文
化
会
館
で
開
催
し
た
日
伊

交
流
展
を
、
７
月
１
日
よ
り

金
沢
に
て
巡
回
展
示
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
両
国
で
の
コ

ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ジ
ュ
エ
リ

ー
の
認
知
度
を
高
め
、
そ
の

魅
力
、
可
能
性
を
発
信
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
日
本
と
イ

タ
リ
ア
の
各
国
４０
人
計
８０
人

が
ペ
ア
を
組
み
、
そ
れ
ぞ
れ

が
テ
ー
マ
写
真
を
元
に
作
品

を
制
作
し
一
同
に
展
示
す

る
。

名
称
‥
日
伊
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ

リ
ー
ジ
ュ
エ
リ
ー
交
流
展

「
Ｄ
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
‐
対

話
」

会
期
‥
平
成
２８
年
７
月
１
日

～
１０
日
１０
時
～
１８
時
最
終
日

１６
時
ま
で
（
入
場
無
料
）

会
場
‥
石
川
県
政
記
念
し
い

の
き
迎
賓
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ａ

主
催
‥
（
公
社
）
日
本
ジ
ュ

エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会
／

イ
タ
リ
ア
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ

ー
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
（
Ａ
Ｇ

Ｃ
）

共
催
‥
石
川
県
政
記
念
し
い

の
き
迎
賓
館

出
品
者
‥
８０
人（
日
本
４０
人
、

イ
タ
リ
ア
４０
人
名
省
略
）

さ
ら
に
、
同
時
開
催
で
金

沢
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品
１

点
を
含
ん
だ
Ｊ
Ｊ
Ｄ
Ａ
会
員

４３
名
の
作
品
を
展
示
す
る
。

名
称
‥
「
Ｄ
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｈ

Ｉ

�

金
沢
」

会
期
‥
７
月
１
日
～
９
日
１０

時
～
１８
時
最
終
日
１６
時
ま
で

（
入
場
無
料
）

会
場
‥
石
川
県
政
記
念
し
い

の
き
迎
賓
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー

Ｂ主
催
‥
（
公
社
）
日
本
ジ
ュ

エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会

共
催
‥
石
川
県
政
記
念
し
い

の
き
迎
賓
館

出
品
者
‥
４３
人
（
名
省
略
）

同
会
場
で
は
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
「
銀
線
と
石
で
作
る
ペ

ン
ダ
ン
ト
ト
ッ
プ
」
も
開
催

す
る
。
会
場
で
随
時
受
付
。

開
催
日
‥
７
月
２
日
１３
時
～

１５
時
３０
分
／
７
月
３
日
１１
時

～
１５
時
。

Ｇ
Ｉ
Ａ
・
Ａ
Ａ
Ｊ
（
Ｇ
Ｉ

Ａ
同
窓
会
日
本
支
部
）
は
５

月
２２
日
、
新
緑
の
美
し
い
東

京
上
野
精
養
軒
で
第
５２
回
総

会
を
開
催
し
、
４２
人
が
出
席

し
た
。
昨
年
末
に
教
育
機
関

の
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
が
閉

校
し
た
が
、
今
回
の
総
会
に

は
、
ア
メ
リ
カ
本
校
よ
り
、

Ｇ
Ｉ
Ａ
学
長
の
Ｓ
ｕ
ｓ
ａ
ｎ

Ｊ
ａ
ｃ
ｑ
ｕ
ｅ
ｓ
氏
、
カ
ー

ル
ス
バ
ッ
ド
の
ラ
ボ
よ
り
Ｐ

ｈ
ｉ
ｌ
Ｙ
ｏ
ｒ
ｋ
氏
、
本
部

同
窓
会
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
Ｋ
ａ

ｔ
ｅ
Ｄ
ｏ
ｎ
ｏ
ｖ
ａ
ｎ
氏
、

ア
ジ
ア
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
教

育
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
Ｓ
ｅ
ｕ

ｎ
ｇ
―
Ｈ
ａ
ｅ
Ｍ
ｏ
ｏ
ｎ
氏

の
４
名
が
来
日
し
、
ア
メ
リ

カ
本
校
が
、
い
か
に
日
本
支

部
を
重
要
視
し
て
い
る
か
を

示
し
た
。

総
会
に
先
立
つ
合
同
幹
事

会
は
滞
り
な
く
終
了
し
、
総

会
は
学
長
の
Ｓ
ｕ
ｓ
ａ
ｎ
Ｊ

ａ
ｃ
ｑ
ｕ
ｅ
ｓ
氏
の
「
こ
の

２５
周
年
と
い
う
節
目
の
総
会

に
立
ち
会
え
て
幸
せ
で
す
」

と
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
土

居
芳
子
名
誉
会
長
の
「
Ｇ
Ｉ

Ａ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
は
閉
校
し
た

が
、
会
員
同
士
の
繋
が
り
を

保
ち
、
正
確
で
新
し
い
情
報

を
共
有
す
る
場
所
と
し
て
Ｇ

Ｉ
Ａ
・
Ａ
Ａ
Ｊ
の
重
要
性
は

高
ま
る
だ
ろ
う
」と
語
っ
た
。

続
い
て
藤
田
健
会
長
の
「
今

回
、
四
半
世
紀
の
同
窓
会
を

４
名
の
来
賓
を
ア
メ
リ
カ
か

ら
迎
え
た
。
こ
れ
は
、
日
本

が
同
窓
会
支
部
と
し
て
、
ア

メ
リ
カ
本
校
に
お
い
て
も
重

要
視
さ
れ
て
い
る
証
で
あ

る
。今

後
も
正
し
い
情
報
を
得

ら
れ
る
同
窓
会
組
織
と
し
て

発
展
し
て
い
く
こ
と
を
望

む
」と
の
挨
拶
で
開
会
し
た
。

総
会
は
、
昨
年
度
の
収
支

決
算
、
セ
ミ
ナ
ー
実
績
、
そ

し
て
今
年
度
の
予
算
案
、
セ

ミ
ナ
ー
予
定
、
会
則
の
変
更

が
報
告
さ
れ
、
会
員
の
承
認

を
得
た
。

総
会
の
後
は
、
Ｐ
ｈ
ｉ
ｌ

Ｙ
ｏ
ｎ
ｋ
氏
に
よ
る
「
Ｉ
ｄ

ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｆ
ｙ
ｉ
ｎ
ｇ
Ｈ
ｅ

ａ
ｔ
Ｔ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ

ｏ
ｆ
Ｃ
ｏ
ｒ
ｕ
ｎ
ｄ
ｕ
ｍ
」

邦
題
「
コ
ラ
ン
ダ
ム
の
熱
処

理
の
識
別
」
の
記
念
講
演
が

行
わ
れ
た
。
ス
ラ
イ
ド
に
よ

る
解
り
易
い
講
演
後
は
、
参

加
者
か
ら
の
質
問
が
相
次
い

だ
。続

く
２５
周
年
記
念
パ
ー
テ

ィ
ー
は
６５
名
が
参
加
、
ア
メ

リ
カ
本
校
よ
り
土
居
芳
子
名

誉
会
長
に
長
年
の
貢
献
に
対

す
る
感
謝
の
し
る
し
と
し
て

ト
ロ
フ
ィ
ー
と
サ
プ
ラ
イ
ズ

・
ビ
デ
オ
が
贈
ら
れ
、
終
始

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
２５

回
目
の
総
会
は
幕
を
下
ろ
し

た
。Ｇ

Ｉ
Ａ
・
Ａ
Ａ
Ｊ
で
は
随

時
会
員
を
募
集
し
て
い
る
。

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

は
Ｇ
Ｉ
Ａ
・
Ａ
Ａ
Ｊ
事
務
局

�
／
Ｆ
ａ
ｘ
（
０３
）
３
８
３

９
・
８
２
３
４
、
も
し
く
は

Ｅ
―
Ｍ
ａ
ｉ
ｌ

office@
giaaaj.jp

ま
で
。

東
京
金
銀
器
工
業
協
同
組

合
（
森
将
理
事
長
）
は
５
月

２７
日
午
後
２
時
３０
分
か
ら
台

東
区
浅
草
の
都
立
産
業
貿
易

セ
ン
タ
ー
台
東
館
で
第
６６
期

平
成
２７
年
度
通
常
総
会
を
開

催
し
た
。

星
谷
常
務
理
事
の
司
会
で

開
会
、
総
会
成
立
宣
言
（
組

合
員
数
‥
６２
人
、
出
席
者
‥

１６
人
、
委
任
状
１９
人
）
に
次

い
で
森
理
事
長
は
「
Ｇ
７
も

無
事
終
了
し
ま
し
た
が
、
世

界
的
に
景
気
も
あ
ま
り
良
く

な
い
と
言
う
事
で
な
ん
と
か

こ
れ
か
ら
良
く
し
て
い
こ
う

と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
見
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る

の
か
我
々
に
は
わ
か
り
ま
せ

ん
。
本
日
の
総
会
が
ス
ム
ー

ス
に
い
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。ま
た
、

こ
の
度
事
務
局
の
並
木
さ
ん

が
体
調
不
良
で
退
職
し
、
新

た
に
中
村
さ
ん
が
就
任
し
ま

し
た
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
」
挨
拶
し
、
議
長

に
は
司
会
者
一
任
で
飯
森
相

談
役
が
な
り
、
議
案
審
議
に

移
っ
た
。
第
１
号
議
案
の
事

業
報
告
、
決
算
報
告
、
事
業

計
画
案
、
予
算
案
が
承
認
さ

れ
、
次
に
、
役
員
改
選
で
は

投
票
に
よ
り
理
事
１３
人
（
浅

野
盛
光
、
石
川
広
明
、
泉
健

一
郎
、
笠
原
信
雄
、
数
本
謙

次
、
金
子
武
司
、
北
間
禎
二
、

坂
巻
亨
、
鈴
木
淳
、
田
村
弘

樹
、
沼
田
守
康
、
星
谷
悦
雄
、

森
将
）
、
監
事
２
人
（
上
田

耕
造
、
関
一
夫
）が
決
定
し
、

理
事
互
選
の
結
果
、
森
将
氏

が
理
事
長
に
再
選
さ
れ
た
。

森
理
事
長
挨
拶
に
次
い
で
石

黒
昭
雄
伝
統
工
芸
士
会
会
長

の
閉
会
の
挨
拶
で
終
了
し

た
。

総会で挨拶する森将理事長

日
本
最
大
の
展
示
会
業
界

団
体
で
あ
る
日
本
展
示
会
協

会（
日
展
協
）は
５
月
３１
日
、

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
総
会

懇
親
会
を
開
催
し
た
。

日
展
協
の
会
員
は
こ
こ
数

年
で
急
増
し
、
現
在
、
そ
の

数
は
３
２
１
社
に
上
る
。
そ

の
よ
う
な
中
、
新
会
員
、
若

手
や
女
性
会
員
の
出
席
者

増
、
１
会
員
か
ら
４
～
５
人

以
上
の
申
込
み
、
非
会
員
の

申
込
み
増
な
ど
に
よ
り
、
懇

親
会
が
盛
り
上
を
み
せ
て
い

る
。こ

の
よ
う
に
盛
り
上
が
っ

て
い
る
理
由
は
、
展
示
会
産

業
の
重
要
性
が
、
政
治
・
行

政
、
産
業
界
に
強
く
認
識
さ

れ
は
じ
め
た
こ
と
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
理
由
は
、
「
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
時
に
展
示
会
が

中
止
に
な
っ
た
ら
大
き
な
社

会
問
題
に
な
る
！
」
と
の
危

機
感
か
ら
、
業
界
全
体
が
団

結
し
よ
う
と
い
う
空
気
が
あ

る
こ
と
だ
。

懇
親
会
に
は
、
展
示
会
産

業
議
員
連
盟
会
長
・
木
村
太

郎
氏
、
幹
事
長
・
薗
浦
健
太

郎
氏
が
出
席
し
、
展
示
会
産

業
へ
の
応
援
を
表
明
し
、
さ

ら
に
、
国
土
交
通
省
大
臣
政

務
官
・
津
島
淳
氏
、
経
産
省

商
務
情
報
政
策
局
長
・
安
藤

久
佳
氏
ら
も
行
政
を
代
表
し

て
挨
拶
し
た
。

「
展
示
会
産
業
議
員
連
盟
」

を
は
じ
め
国
会
議
員
の
中
に

は
、
与
野
党
問
わ
ず
、
展
示

会
産
業
に
大
き
な
期
待
を
寄

せ
て
い
る
。
見
本
市
都
市
を

目
指
し
て
い
る
大
阪
府
・
市
、

愛
知
県
、
京
都
府
、
沖
縄
県
、

名
古
屋
市
、
成
田
市
な
ど
、

多
く
の
地
方
議
員
・
行
政
幹

部
や
、
展
示
会
の
重
要
性
を

体
感
し
、
国
策
に
す
べ
し
、

と
働
き
か
け
て
い
る
人
も
毎

年
増
え
続
け
て
い
る
。

東
時（
川
又
進
社
長
）は
、

６
月
６
日
に
東
京
都
台
東
区

の
上
野
精
養
軒
で
「
第
５１
期

定
時
株
主
総
会
」
を
開
催
し

た
。最

初
に
川
又
社
長
は
、「
熊

本
地
震
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
に
対
し
て
黙
と
う
を
さ

さ
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
」
と

し
て
全
員
が
黙
と
う
を
行
っ

た
。
続
け
て
「
５０
年
の
重
み

を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
今

後
も
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
る

所
存
で
す
。
今
後
は
若
い
人

材
に
い
か
に
惹
き
つ
い
で
い

く
か
、
残
さ
れ
た
時
間
を
有

効
に
使
い
計
画
を
立
て
て
ま

い
り
ま
す
。
本
日
の
議
題
の

慎
重
な
る
ご
審
議
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
」
と
挨
拶
を

行
っ
た
。

川
又
社
長
を
議
長
に
選
任

し
第
１
号
議
案
か
ら
第
５
号

議
案
ま
で
審
議
を
行
い
、
活

発
な
質
問
も
出
る
な
か
、
全

て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。

こ
の
中
の
剰
余
金
処
分
案
で

は
１
株
５０
円
配
当
を
行
う
と

し
て
い
る
。

閉
会
の
辞
で
涌
井
取
締
役

は
「
こ
れ
か
ら
も
我
武
者
羅

に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
」
と
し
閉
会
と
な
っ
た
。

川又進社長

大
阪
ジ
ュ
エ
リ
ー
工
芸
協

同
組
合（
藤
本
久
幸
理
事
長
）

は
、
６
月
４
日
午
後
５
時
か

ら
中
央
区
南
船
場
の
大
阪
南

船
場
会
館
で
、
平
成
２７
年
度

第
５１
期
通
常
総
会
を
開
催
し

た
。総

会
は
、
植
田
裕
二
理
事

の
司
会
で
開
会
。
藤
本
理
事

長
は
「
こ
の
１０
年
間
景
気
低

迷
が
続
き
組
合
員
の
方
々
に

は
ご
苦
労
か
け
っ
ぱ
な
し
で

す
が
、
我
々
組
合
員
が
一
丸

と
な
っ
て
技
術
の
向
上
、
若

手
の
育
成
に
励
ん
で
い
ま

す
」
と
挨
拶
し
、
総
会
成
立

宣
言
（
組
合
員
数
�
３３
人
、

出
席
者
�
１８
人
、
委
任
状
�

１５
人
）
に
次
い
で
藤
本
理
事

長
が
議
長
と
な
っ
て
議
案
審

議
に
移
り
、
第
１
号
議
案
平

成
２７
年
度（
第
５１
期
）事
業
報

告
、
第
２
号
議
案
平
成
２７
年

度（
第
５１
期
）決
算
報
告
と
会

計
監
査
報
告
、
第
３
号
議
案

平
成
２８
年
度（
第
５２
期
）事
業

計
画
案
、
第
４
号
議
案
平
成

２８
年
度（
第
５２
期
）収
支
予
算

案
が
承
認
さ
れ
、
第
５
号
議

案
平
成
２８
年
度（
第
５２
期
）役

員
改
選
で
は
別
室
に
て
理
事

会
を
開
き
、
そ
の
結
果
藤
本

理
事
長
留
任
と
決
ま
っ
た
。

藤
本
理
事
長
は
「
新
年
度

に
向
け
て
皆
様
方
と
共
に
技

術
の
向
上
に
向
け
更
に
が
ん

ば
り
ま
す
」と
挨
拶
し
閉
会
。

休
憩
後
、
「
宝
石
の
加
工
、

販
売
等
に
関
す
る
法
律
相

談
」
の
テ
ー
マ
で
、
野
田
貴

浩
弁
護
士
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー

が
行
わ
れ
た
。

日
本
宝
石
協
会
（
伊
藤
彰

理
事
長
）
は
６
月
８
日
に
東

京
都
台
東
区
の
オ
ー
ラ
ム
で

「
第
６
期
定
時
社
員
総
会
」

を
開
催
し
た
。

最
初
に
伊
藤
理
事
長
は

「
宝
石
の
真
の
姿
を
過
不
足

な
く
正
し
く
、
自
信
を
持
っ

て
消
費
者
に
伝
え
る
事
が
、

宝
石
の
プ
ロ
と
し
て
お
客
様

に
信
頼
さ
れ
、
販
売
す
る
宝

石
の
価
値
と
販
売
す
る
人
々

の
価
値
を
高
め
る

こ
と
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
ま

す
。取

扱
商
品
の
正

し
い
情
報
開
示
を

促
進
す
る
こ
と
に

よ
り
、
よ
り
透
明

性
の
高
い
、
一
般

消
費
者
か
ら
信
頼

さ
れ
る
流
通
環
境

を
整
え
て
行
か
な

け
れ
ば
と
改
め
て
感
じ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
の
出
来
る
こ

と
、
私
た
ち
の
た
め
に
す
べ

き
こ
と
共
に
考
え
て
い
き
た

く
存
じ
ま
す
」
と
開
会
の
挨

拶
を
行
っ
た
。

こ
の
後
、
堀
内
理
事
を
議

長
に
選
任
し
、
議
案
審
議
を

行
い
第
１
号
議
案
か
ら
第
３

号
議
案
ま
で
審
議
さ
れ
、
貴

重
な
質
問
が
出
る
中
、
全
て

承
認
さ
れ
た
。

最
後
に
ア
ラ
ウ
デ
ィ
ー
ン

副
理
事
長
が
「
商
品
に
対
し

て
正
し
い
説
明
を
す
る
こ
と

が
我
々
の
使
命
で
す
」
と
閉

会
の
言
葉
を
述
べ
た
。

伊
藤
彰
理
事
長

日
本
真
珠
振
興
会
（
大
月

京
一
会
長
）
は
、
５
月
３１
日

に
東
京
都
港
区
の
Ａ
Ｎ
Ａ
イ

ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
ホ

テ
ル
東
京
で
総
会
を
開
い
た

後
、
記
者
会
見
を
行
っ
た
。

最
初
に
大
月
京
一
会
長
は

「
当
真
珠
振
興
会
は
、
６
月

１
日
『
真
珠
の
日
』
に
ち
な

み
、
真
珠
の
魅
力
や
日
常
で

の
楽
し
み
方
な
ど
を
伝
え
て

い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今

回
の
総
会
で
は
主
に
人
事
関

係
の
こ
と
が
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
」
と
挨
拶
を
行
っ
た
。

今
回
の
役
員
は
理
事
に
全

国
真
珠
養
殖
漁
業
協
同
組
合

連
合
会
の
平
井
善
正
氏
、
末

永
芳
美
氏
、
日
本
真
珠
輸
出

加
工
組
合
の
西
岡
隆
弥
氏
、

森
田
雅
人
氏
、田
崎
将
大
氏
、

愛
媛
県
漁
業
協
同
組
合
連
合

会
の
蝶
野
一
徳
氏
、
日
本
真

珠
輸
出
組
合
の
大
月
京
一

氏
、
仲
川
三
秀
氏
、
覚
田
譲

治
氏
、
金
子
康
男
氏
。

監
事
に
日
本
真
珠
輸
出
加

工
組
合
の
根
本
伸
浩
氏
、
日

本
真
珠
輸
出
組
合
の
内
海
芳

宏
氏
が
選
任
さ
れ
た
。

ま
た
、
新
し
い
専
務
理
事

に
は
末
永
芳
美
氏
が
選
任
さ

れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

『
日
ハ
ム
新
球
場
』
が
大
谷
メ
ジ
ャ
ー
早
め
る
�

ポスティング制度消えれ
ば球団には１円も入らず

躍躍進進へへ一一丸丸 総
会

大
阪
時
計
宝
飾
眼
鏡
商
業
協
同
組
合

Ｇ
Ｉ
Ａ
・
Ａ
Ａ
Ｊ
（
Ｇ
Ｉ
Ａ
同
総
会
日
本
支
部
）

日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会

東
京
金
銀
器
工
業
協
同
組
合

日
本
宝
石
協
会

日
本
真
珠
振
興
会

大
阪
ジ
ュ
エ
リ
ー
工
芸
協
同
組
合

東

時

日
本
展
示
会
協
会

日
伊
交
流
展

金
沢
で
巡
回
展
示

７月


���������������（第三種郵便物認可）���������
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こ
れ
が
Ｇ
７
首
脳
に
配
布
さ
れ
た
ラ
ペ
ル
ピ
ン

三
重
県
真
珠
振
興
協
議
会

（
覚
田
譲
治
会
長
）
で
は
、

５
月
２６
日
、
２７
日
に
伊
勢
志

摩
で
安
倍
総
理
の
議
長
の
下

で
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
開
か
れ
た

が
、
そ
の
参
加
者
に
配
布
さ

れ
た
ラ
ペ
ル
ピ
ン（
識
別
票
）

の
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
た
中

村
穣
氏
が
６
月
７
日
に
東
京

都
台
東
区
の
オ
ー
ラ
ム
で
会

見
を
行
っ
た
。

デ
ザ
イ
ン
を
行
っ
た
中
村

穣
氏
は
制
作
の
コ
ン
セ
プ
ト

に
つ
い
て
「
真
珠
の
成
長
す

る
過
程
を
Ｇ
７
に
ち
な
ん
で

７
つ
使
用
し
て
表
現
し
た
。

ら
せ
ん
状
に
小
さ
な
も
の
か

ら
大
き
な
も
の
へ
成
長
す
る

過
程
を
過
去
か
ら
未
来
へ
、

を
表
現
し
て
い
る
。
英
虞
湾

で
し
か
作
っ
て
い
な
い
小
さ

め
の
真
珠
を
使
い
真
珠
の
美

し
さ
を
出
し
た
か
っ
た
」
と

述
べ
た
。

こ
の
ラ
ペ
ル
ピ
ン
は
、
尾

鷲
桧
の
端
材
に
説
明
書
を
付

け
て
Ｇ
７
首
脳
と
そ
の
配
偶

者
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
配
布

さ
れ
た
。
Ｇ
７
後
か
ら
問
い

合
わ
せ
が
殺
到
し
、
販
売
を

行
う
と
と
も
に
、
現
在
、
予

約
を
受
け
付
け
て
い
る
。

Ａ
タ
イ
プ
は
１８
金
を
使
用

し
中
村
氏
が
手
作
り
で
作
成

し
た
も
の
で
シ
リ
ア
ル
ナ
ン

バ
ー
入
り
で
１４
万
円
。
そ
の

ほ
か
Ｂ
タ
イ
プ（
シ
ル
バ
ー
）

は
６
万
８
０
０
０
円
、
Ｃ
タ

イ
プ
シ
ル
バ
ー
）
は
２
万
２

６
０
０
円
（
共
に
税
別
）
も

発
売
す
る
。

す
で
に
１
０
０
０
個
以
上

の
予
約
も
入
っ
て
い
る
が
、

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の
た
め
、
数

か
月
待
ち
の
状
態
だ
と
言

う
。ま
た
、小
さ
め
の
真
珠
は

数
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、

い
つ
ま
で
販
売
出
来
る
か
は

「
分
か
ら
な
い
」と
も
い
う
。

三重県真珠
振興協議会

今
年
で
７０
周
年
を
迎
え
る

	株
ニ
コ
ン
・
エ
シ
ロ
ー
ル
の
、

「
ニ
コ
ン
メ
ガ
ネ
レ
ン
ズ
７０

周
年
記
念
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
」
が
、
６
月
１
日
に
東
京

都
港
区
の
品
川
イ
ン
タ
ー
シ

テ
ィ
・
ホ
ー
ル
棟
地
下
１
階

で
開
催
さ
れ
た
。

午
前
１０
時
の
時
点
で
エ
キ

シ
ビ
ジ
ョ
ン
会
場
は
多
く
の

来
場
者
で
賑
わ
い
、
中
央
に

展
示
さ
れ
た
７０
周
年
記
念
モ

デ
ル
の
遠
近
両
用
レ
ン
ズ

『
ニ
コ
ン
セ
ブ
ン
』
と
、

新
の
レ
ン
ズ
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

『
シ
ー
コ
ー
ト
ネ
ク
ス
ト
シ

リ
ー
ズ
』
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

は
、
来
場
客
の
注
目
を
集
め

て
い
た
。

会
場
に
は
他
に
も
、

新

の
測
定
器
、
バ
ー
チ
ャ
ル
リ

ア
リ
テ
ィ
に
よ
る
見
え
心
地

体
験
、
デ
モ
ツ
ー
ル
な
ど
の

提
案
や
、
同
社
７０
年
の
歩
み

の
足
跡
で
あ
る
創
業
か
ら
こ

れ
ま
で
の
取
扱
商
品
や
書
籍

類
も
展
示
。

来
場
者
か
ら
は
「
こ
れ
ら

を
持
っ
て
配
達
し
て
回
っ
た

な
あ
」
と
、
当
時
の
話
を
聞

く
事
も
出
来
た
。

セ
ミ
ナ
ー
会
場
で
は
、
新

商
品
の
『
ニ
コ
ン
セ
ブ
ン
』

と
『
シ
ー
コ
ー
ト
ネ
ク
ス
ト

シ
リ
ー
ズ
』
の
案
内
や
、
ニ

コ
ン
メ
ガ
ネ
に
よ
る
ニ
コ
ン

レ
ン
ズ
販
売
の
秘
訣
を
紹
介

し
た
。

さ
ら
に
、
３
人
の
ゲ
ス
ト

ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
各
種
特

別
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
８０
人
以

上
の
聴
講
者
で
満
席
に
な
る

セ
ミ
ナ
ー
も
あ
っ
た
。

１２
時
３０
分
す
ぎ
か
ら
催
さ

れ
た
大
抽
選
会
で
は
、
石
戸

谷
社
長
が
各
賞
当
選
者
に
賞

品
を
手
渡
し
で
贈
り
、
会
場

か
ら
は
温
か
い
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
た
。

３
３
０
人
が
参
加
し
た
同

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
。
時
に
混

み
合
う
程
の
賑
い
の
中
、
会

場
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
て
い
た
。

に
ぎ
わ
う
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
会
場

受注開始

デザイン担当の中村譲氏

	株
ニ
コ
ン
・
エ
シ
ロ
ー
ル

は
、
ニ
コ
ン
眼
鏡
レ
ン
ズ
の

発
売
７０
周
年
記
念
レ
ン
ズ
と

し
て
、遠
近
両
用
レ
ン
ズ『
ニ

コ
ン
セ
ブ
ン
』
と
、
現
行
の

レ
ン
ズ
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
、

さ
ら
に
進
化
さ
せ
た
、
ニ
コ

ン
新
プ
レ
ミ
ア
ム
コ
ー
ト

『
シ
ー
コ
ー
ト
ネ
ク
ス
ト
シ

リ
ー
ズ
』
を
６
月
１
日
か
ら

受
注
開
始
し
た
。

『
ニ
コ
ン
セ
ブ
ン
』
は
、

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
グ
レ
ー
ド
遠

近
両
用
レ
ン
ズ
の
新
製
品
と

し
て
、
ニ
コ
ン
の
光
学
設
計

エ
ン
ジ
ン
「
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
（
ノ

ー
ド
）
」
に
よ
る

新
設
計

技
術
で
一
枚
い
ち
ま
い
個
別

に

適
化
設
計
す
る
な
ど
、

７
つ
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
搭

載
し
、
初
心
者
で
も
、
掛
け

替
え
で
も
、
慣
れ
や
す
い
快

適
な
見
え
心
地
を
実
現
。

ニ
コ
ン
レ
ン
ズ
の
特
徴
で

あ
る
横
に
広
く
シ
ャ
ー
プ
な

見
え
心
地
で
、
１
カ
ー
ブ
ピ

ッ
チ
の
カ
ー
ブ
選
択
や
調

光
、
偏
光
レ
ン
ズ
な
ど
あ
ら

ゆ
る
オ
プ
シ
ョ
ン
に
も
対
応

し
、
多
く
の
お
客
様
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
の
が
特

徴
。
ま
た
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

グ
レ
ー
ド
な
が
ら
、
中
間
距

離
の
広
さ
や
遠
用
の
広
さ
な

ど
、
あ
る
部
分
で
は
上
位
グ

レ
ー
ド
に
匹
敵
す
る
性
能
を

持
っ
て
い
る
。
丸
の
内
の
店

舗
で
の
先
行
販
売
時
に
は
、

中
間
距
離
が
見
や
す
い
、
遠

近
独
特
の
歪
み
が
少
な
い
と

い
っ
た
感
想
が
多
く
、
セ
ッ

ト
レ
ン
ズ
や
低
価
格
商
品
と

の
明
確
な
差
を
実
現
し
た
。

お
お
よ
そ
の
推
定
実
売
価
格

は
２
～
３
万
円
で
、
納
期
は

オ
ン
ラ
イ
ン
４
日
目
工
場
発

送
。『

シ
ー
コ
ー
ト
ネ
ク
ス
ト

シ
リ
ー
ズ
』
は
シ
ー
ク
リ
ア

を
ベ
ー
ス
と
し
、

１
さ
ら
な

る
耐
キ
ズ
性
能
の
向
上
（
従

来
品
の
１
・
５
倍
）
、

２
長

耐
久
性
撥
水
コ
ー
ト
（
従
来

品
の
１
・
５
倍
）
、

３
裏
面

反
射
Ｕ
Ｖ
カ
ッ
ト
機
能
Ｅ
‐

Ｓ
Ｐ
Ｆ
３５
（
（
従
来
品
よ
り

３０
％
向
上
）
を
付
加
し
た

高
級
反
射
防
止
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
の
３
つ
が
特
徴
。

同
シ
リ
ー
ズ
は
ベ
ー
ス
と

な
る
「
シ
ー
コ
ー
ト
ネ
ク
ス

ト
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
に
加

え
、
光
感
度
サ
ポ
ー
ト
機
能

を
付
加
し
た
「
シ
ー
コ
ー
ト

ネ
ク
ス
ト
・
ル
ビ
ー
」
、
ブ

ル
ー
ラ
イ
ト
カ
ッ
ト
機
能
を

付
加
し
た
「
シ
ー
コ
ー
ト
ネ

ク
ス
ト
・
サ
フ
ァ
イ
ア
」
の

３
シ
リ
ー
ズ
で
の
展
開
。

特
に
「
シ
ー
コ
ー
ト
ネ
ク

ス
ト
・
ル
ビ
ー
」
は
視
界
に

赤
を
足
す
こ
と
に
よ
り
、
加

齢
に
よ
る
光
感
度
の
低
下
し

た
く
す
ん
だ
視
界
に
鮮
や
か

さ
を
取
り
戻
す
画
期
的
な
新

商
品
だ
。
先
行
販
売
時
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
４５
歳
以
上
の

回
答
者
の
５０
％
が
効
果
を
感

じ
た
と
回
答
し
、
そ
の
半
数

が
購
入
し
た
。
ま
た
「
シ
ー

コ
ー
ト
ネ
ク
ス
ト
・
サ
フ
ァ

イ
ア
」
は
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
カ

ッ
ト
機
能
が
特
徴
、
パ
ソ
コ

ン
、
ス
マ
ホ
な
ど
を
長
時
間

使
用
す
る
方
に
お
勧
め
で
、

若
年
層
向
け
と
言
え
る
か
も

し
れ
な
い
。

な
お
、
こ
の
度
の
新
商
品

発
売
に
伴
い
、
現
行
シ
リ
ー

ズ
の
、「
シ
ー
ク
リ
ア
」「
シ

ー
ク
リ
ア
・
プ
レ
ミ
ア
ム
」

「
シ
ー
ク
リ
ア

ブ
ル
ー
」

「
シ
ー
ク
リ
ア

ブ
ル
ー
・

プ
レ
ミ
ア
ム
」
と
、
「
ニ
コ

ン

フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ

・
ア
イ
」
「
ニ
コ
ン

プ
レ

シ
オ
・
ア
ド
バ
ン
ス
・
ト
ラ

ン
ジ
シ
ョ
ン
ズ
」
「
ニ
コ
ン

プ
レ
シ
オ
・
ア
ド
バ
ン
ス

・
エ
ク
ス
ペ
リ
オ
」
は
、
２

０
１
６
年
１２
月
３１
日
（
土
）

で
受
注
終
了
の
予
定
。

代
替
製
品
は
『
ニ
コ
ン
セ

ブ
ン
』
と
『
シ
ー
コ
ー
ト
ネ

ク
ス
ト
シ
リ
ー
ズ
』
に
そ
れ

ぞ
れ
対
応
し
た
後
継
品
が
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

１０
月
発
売
予
定
の
エ
コ
・
ド
ラ
イ
ブ
ワ
ン

シチズン

感
謝
祭
の
参
加
者

光
発
電
時
計
発
売
か
ら
４０
年
を
記
念
の
世
界
最
薄
新
作

発表イベントの会場

東
京
時
計
宝
石
眼
鏡
小
売

協
同
組
合
（
中
山
直
幹
理
事

長
）
は
、
６
月
１０
日
の
「
時

の
記
念
日
」
に
東
京
都
台
東

区
の
五
條
天
神
社
で
「
時
の

記
念
日
・
時
計
感
謝
祭
」
を

開
い
た
。

時
の
記
念
日
は
大
正
９
年

（
１
９
２
０
年
）
に
一
般
社

会
に
正
確
な
時
刻
を
守
ら
せ

文
化
的
生
活
の
向
上
を
計
る

目
的
を
持
っ
て
「
天
智
天
皇

１０
年
４
月
２５
日
に
近
江
大
津

宮
に
漏
刻
（
水
時
計
）
を
造

り
、
民
（
国
民
）
に
時
を
知

ら
し
む
（
知
ら
せ
た
）
」
と

い
う
日
本
書
紀
の
故
事
に
因

み
、
現
在
の
暦
で
は
西
暦
６

７
１
年
６
月
１０
日
に
あ
た
る

た
め
、
こ
の
日
を
「
時
の
記

念
日
」
と
し
た
。

式
典
で
は
、
参
列
者
が
拝

殿
に
登
り
、
修
秡
、
祝
詞
奏

上
、
舞
、
玉
串
奉
奠
を
行
っ

た
。

後
に
中
山
理
事
長
は

「
時
の
記
念
日
が
世
間
か
ら

忘
れ
去
ら
れ
て
き
て
い
ま

す
。
こ
の
記
念
日
が
知
ら
れ

る
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た

い
と
お
も
い
ま
す
。
本
日
は

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
と
代
表
者
あ
い
さ
つ
を

行
い
、
全
員
で
記
念
写
真
を

撮
り
終
了
し
た
。

シ
チ
ズ
ン
時
計
	株
（
東
京

都
西
東
京
市
、
戸
倉
敏
夫
社

長
）
は
、
６
月
７
日
に
東
京

都
渋
谷
区
の
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｚ
Ｅ

Ｎ

Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｎ

Ｓ
Ｔ

Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
で
シ
チ
ズ
ン
の
光

発
電
時
計
発
売
か
ら
４０
年
を

記
念
し
た
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ

モ
デ
ル
の
「
Ｅ
ｃ
ｏ
―
Ｄ
ｒ

ｉ
ｖ
ｅ

Ｏ
ｎ
ｅ
（
エ
コ
・

ド
ラ
イ
ブ
ワ
ン
）
」
の
発
表

と
エ
コ
・
ド
ラ
イ
ブ
開
発
４０

年
の
歴
史
を
紹
介
し
た
。

同
社
は
、
１
９
７
６
年
に

光
で
動
き
続
け
る
世
界
初
の

ア
ナ
ロ
グ
式
光
発
電
時
計

「
ク
リ
ス
ト
ロ
ン
・
ソ
ー
ラ

ー
セ
ル
」
を
発
売
し
、
そ
の

後
「
エ
コ
・
ド
ラ
イ
ブ
」
と

名
付
け
ら
れ
た
こ
の
技
術
の

誕
生
か
ら
４０
年
を
迎
え
た
も

の
。

こ
の
４０
年
目
に
発
売
さ
れ

る
「
Ｅ
ｃ
ｏ
―
Ｄ
ｒ
ｉ
ｖ
ｅ

Ｏ
ｎ
ｅ
」
は
、
ム
ー
ブ
メ

ン
ト
厚
１
・
００
�
、
ケ
ー
ス

厚
２
・
９８
�
と
い
う
極
限
ま

で
の
薄
さ
を
追
求
し
た
モ
デ

ル
。
こ
の
世
界

薄
を
実
現

す
る
た
め
に
ほ
ぼ
全
て
の
パ

ー
ツ
を
新
規
に
開
発
。
限
ら

れ
た
ス
ペ
ー
ス
に
必
要
な
部

品
を
納
め
る
た
め
、
部
品
の

構
造
や
加
工
そ
の
も
の
を
根

本
か
ら
見
直
し
た
。

ま
た
、
ケ
ー
ス
厚
２
・
９８

�
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
新

素
材
の
サ
ー
メ
ッ
ト
（
チ
タ

ニ
ウ
ム
ベ
ー
ス
の
硬
い
粒
子

で
構
成
さ
れ
、
素
材
高
度
が

ビ
ッ
カ
ー
ス
高
度
１
５
０
０

を
有
す
る
超
硬
合
金
）
を
採

用
し
金
属
の
光
沢
が
美
し
い

仕
上
が
り
を
実
現
し
た
。

世
界
限
定
モ
デ
ル
は
希
望

小
売
価
格
７０
万
円
＋
税
で
１０

月
下
旬
の
発
売
を
予
定
し
て

い
る
。
レ
ギ
ュ
ラ
ー
モ
デ
ル

は
希
望
小
売
価
格
３０
万
円
＋

税
で
１１
月
下
旬
の
発
売
を
予

定
し
て
い
る
。

○
…
６
月
１０
日
『
時
の
記

念
日
』
は
、
遥
か
１
３
０
０

年
の
昔
、
天
智
天
皇
に
よ
り

近
江
大
津
宮
に
漏
刻
（
水
時

計
）
が
設
け
ら
れ
、
我
が
国

の
時
刻
制
度
が
始
ま
っ
た
事

績
を
記
念
し
て
大
正
９
年
に

制
定
さ
れ
た
。

大
正
９
年
に
制
定
さ
れ
た

『
時
の
記
念
日
』
が
戦
後
７０

年
過
ぎ
、
毎
年
近
江
神
宮
で

は
式
典
を
開
催
し
て
い
る
が

時
計
業
界
の
衰
退
と
共
に
国

民
の
意
識
の
中
か
ら
消
え
、

一
方
、
国
民
祝
日
が
増
や
さ

れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
歴

史
的
に
も
日
常
生
活
の
中
で

も
生
ま
れ
た
時
か
ら
死
ぬ
ま

で
時
と
の
か
か
わ
り
は
決
し

て
無
く
な
ら
ず
、
ま
す
ま
す

１
分
１
秒
が
問
わ
れ
る
時
代

に
な
っ
て
い
る
。
今
こ
そ
、

時
に
感
謝
す
べ
き
で
は
な
い

の
か
？

東
京
眼
鏡
卸
協
同
組
合
は

６
月
３
日
に
６
月
例
会
を
開

催
し
た
。

第
１
号
議
案

所
管
事
項

の
協
議
及
び
報
告
の
件

〈
１
〉
蟹
江
理
事
長
あ
い

さ
つ
並
び
に
月
次
報
告
、
他

冒
頭
、
過
去
１
カ
月
に
亘

る
業
界
の
動
き
、
特
に
、
眼

鏡
技
術
者
国
家
資
格
推
進
機

構
の
動
き
な
ど
に
つ
い
て
報

告
し
た
後
、
下
記
４
点
に
つ

い
て
報
告（
あ
る
い
は
説
明
）

し
た
。


１
第
６５
回
日
本
眼
鏡
卸
組

合
連
合
会
定
期
総
会
の
報
告

５
月
２１
日
大
阪
府
大
阪
市

中
央
区
心
斎
橋
「
大
和
屋
心

斎
橋
店
」
に
て
執
り
行
わ
れ

た
大
阪
眼
鏡
卸
協
同
組
合
設

営
に
よ
る
第
６５
回
日
本
眼
鏡

卸
協
同
連
合
会
定
期
総
会
へ

富
田
・
須
藤
両
副
理
事
長
と

と
も
に
３
人
で
出
席
し
、
席

上
輪
番
に
よ
り
今
後
２
年
間

に
わ
た
り
事
務
局
は
大
阪
眼

鏡
卸
協
同
組
合
が
、
ま
た
、

会
長
は
同
組
合
理
事
長
の
開

�
み
ど
り
氏
が
就
任
し
た
旨

あ
わ
せ
て
報
告
し
た
。

な
お
当
日
使
用
し
た
資
料

を
配
布
、
次
第
に
そ
っ
て
各

案
件
に
つ
い
て
報
告
し
た
。


２
一
般
社
団
法
人
福
井
県

眼
鏡
協
会
主
催
「
サ
バ
エ
・

メ
ガ
ネ
メ
ッ
セ
２
０
１
６
」

の
報
告

５
月
２７
日
（
金
）
福
井
県

鯖
江
市
「
め
が
ね
会
館
」
を

表
敬
訪
問
し
た
後
、夕
刻「
サ

バ
エ
・
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
」
に

て
執
り
行
わ
れ
た
「
サ
バ
エ

・
メ
ガ
ネ
メ
ッ
セ
２
０
１
６
」

交
流
会
に
出
席
し
た
旨
報
告

し
た
。
引
き
続
い
て
、
藪
下

前
理
事
長
よ
り
同
日
朝
「
嚮

陽
会
館
」
に
て
執
り
行
わ
れ

た
「
サ
バ
エ
・
メ
ガ
ネ
メ
ッ

セ
２
０
１
６
」
開
会
式
に
出

席
し
た
旨
報
告
し
た
。


３
第
８
回
日
本
眼
鏡
販
売

店
連
合
会
通
常
総
会
後
の
懇

親
会
の
報
告
、
他

５
月
１８
日
（
火
）
港
区
海

岸
「
ア
ジ
ュ
ー
ル
竹
芝
」
に

て
執
り
行
わ
れ
た
第
６９
回
東

京
眼
鏡
販
売
店
協
同
組
合
通

常
総
会
後
の
懇
親
会
に
出
席

し
た
旨
報
告
し
た
。

〈
２
〉
第
５０
回
業
界
物
故

者
追
善
供
養
並
び
に
協
賛
者

祈
願
成
就
の
集
い

第
１
回

準
備
委
員
会
の
報
告
（
富
田

副
理
事
長
）

５
月
２４
日
（
火
）
当
組
合

に
て
来
春
予
定
し
て
い
る
第

５０
回
業
界
物
故
者
追
善
供
養

並
び
に
協
賛
者
祈
願
成
就
の

集
い

第
１
回
準
備
委
員
会

を
開
催
し
、
共
同
主
催
す
る

東
京
眼
鏡
販
売
店
協
同
組
合

と
と
も
に
大
き
な
節
目
を
迎

え
る
同
集
い
の
準
備
に
入
っ

た
旨
報
告
し
た
。

〈
３
〉
２
０
１
６
年
＆
２

０
１
７
年
ワ
ー
ル
ド
オ
プ
チ

カ
ル
フ
ェ
ア
の
件
（
齊
藤
常

務
理
事
）

４
月
１２
日
（
火
）
～
１３
日

（
水
）
両
日
、
豊
島
区
東
池

袋「
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
」

に
て
開
催
し
た
２
０
１
６
年

ワ
ー
ル
ド
オ
プ
チ
カ
ル
フ
ェ

ア
に
つ
い
て

終
報
告
し

た
。な

お
、
同
月
例
会
終
了
後

に
台
東
区
上
野
「
中
華
居
酒

屋

静
香
酒
家
」へ
移
動
し
、

同
展
示
会
反
省
会
兼
慰
労
会

を
実
施
す
る
旨
確
認
し
た
。

引
き
続
い
て
、
本
月
例
会

前
に
来
春
開
催
す
る
２
０
１

７
年
ワ
ー
ル
ド
オ
プ
チ
カ
ル

フ
ェ
ア
の
第
２
回
展
示
会
委

員
会
を
開
催
し
、
準
備
を
進

め
て
い
る
旨
あ
わ
せ
て
報
告

し
た
。

〈
４
〉
平
成
２８
年
度
組
合

懇
親
旅
行
会
の
件

６
月
１０
日
（
金
）
～
１１
日

（
土
）
両
日
、
１
泊
２
日
の

日
程
で
伊
豆
湯
河
原
温
泉

「
川
堰
苑
（
か
わ
せ
ぎ
え
ん
）

い
す
ゞ
」に
て
総
勢
２１
人（
組

合
員
１４
人
、
来
賓
７
人
）
で

実
施
す
る
平
成
２８
年
度
組
合

懇
親
旅
行
会
実
施
要
領
に
つ

い
て

終
説
明
し
た
。

〈
５
〉
第
３６
回
Ｔ
Ｏ
Ｇ
杯

ゴ
ル
フ
大
会
の
件
（
Ｔ
Ｏ
Ｇ

会

野
村
幹
事
）

６
月
１０
日
（
金
）
神
奈
川

県
足
柄
下
郡
湯
河
原
町
「
湯

河
原
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
」

に
て
総
勢
１２
人
（
組
合
員
５

人
、
来
賓
７
人
）
で
実
施
す

る
第
３６
回
Ｔ
Ｏ
Ｇ
杯
ゴ
ル
フ

大
会
実
施
要
領
に
つ
い
て

終
説
明
し
た
。

〈
６
〉
教
育
情
報
部
か
ら

の
ご
案
内（
平
田
常
務
理
事
）

過
去
１
カ
月
に
亘
り
収
集

し
た
眼
鏡
関
連
記
事
な
ど
を

提
示
し
て
説
明
し
た
。

〈
７
〉
情
報
交
換
、
他

以
上
を
以
っ
て
議
事
の
全

て
が
終
了
し
、
司
会
よ
り
次

回
の
７
月
例
会
は
曜
日
の
関

係
で
７
月
４
日
（
月
）
に
開

催
す
る
旨
を
説
明
し
た
後
、

閉
会
を
告
げ
散
会
し
た
。

同
月
例
会
終
了
後
、
台
東

区
上
野
「
中
華
居
酒
屋

静

香
酒
家
」
へ
移
動
２
０
１
６

年
ワ
ー
ル
ド
オ
プ
チ
カ
ル
フ

ェ
ア
展
示
会
反
省
会
兼
慰
労

会
を
実
施
し
た
。

大
阪
眼
鏡
卸
協
同
組
合
は

５
月
１７
、
１８
日
、
大
阪
梅
田

ハ
ー
ビ
ス
ホ
ー
ル
で
「
２
０

１
６
Ｅ
Ｇ
Ｆ
展
（
ア
イ
グ
ラ

ス
フ
ェ
ア
）
」
を
開
催
し
、

近
畿
圏
を
中
心
に
２
日
間
で

９
５
８
人
が
来
場
し
た
。
売

上
高
は
７
億
８
千
３
４
７
万

円
を
記
録
し
前
年
を
大
き
く

上
回
っ
た
。

特
別
企
画
の
新
製
品
ベ
ス

ト
グ
ラ
ン
プ
リ
人
気
投
票
の

入
賞
は
以
下
の
通
り
。

金
賞

Ｃ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｌ

	株

エ
イ
ト
オ
プ
テ
ィ
ク

銀
賞

シ
ル
エ
ッ
ト

シ

ル
エ
ッ
ト
	株

銅
賞

ｄ
ｕ
ｎ

	株
三
工

光
学銅

賞

フ
レ
ア
ー

	株
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
ス
ク

エ
ア銅

賞

カ
ズ
オ
カ
ワ
サ
キ

増
永
眼
鏡
	株

な
お
同
組
合
は
１１
月
９
、

１０
日
に
第
３４
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
展
を

Ｏ
Ｍ
Ｍ
で
開
催
を
予
定
し
て

い
る
。

サ
バ
エ
メ
ガ
ネ
エ
ッ
セ
や
Ｗ
Ｏ
Ｆ
な
ど
の
結
果
報
告日本眼鏡関連団体協が制作

英
国
骨
董
宝
飾
店
ボ
ン
ド

・
ス
ト
リ
ー
ト
（
名
古
屋
市

中
区
栄
３
―
１５
―
６
、
栄
Ｓ

Ｔ
ビ
ル
５
階
、
ラ
シ
ッ
ク
南

側
、
中
島
正
己
社
長
）
は
、

６
月
５
日
、
６
日
の
両
日
、

千
代
田
区
丸
の
内
の
パ
レ
ス

ホ
テ
ル
東
京
で
�
ボ
ン
ド
・

ス
ト
リ
ー
ト
・
ア
ン
テ
ィ
ー

ク
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
東
京
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
�
を
開
催
し
た
。

今
回
か
ら
会
場
を
こ
れ
ま

で
の
銀
座
か
ら
丸
の
内
皇
居

前
の
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
東
京
に

移
り
、
美
し
い
緑
と
水
に
恵

ま
れ
た
会
場
に
海
外
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
で
仕
入
れ
た
ジ
ュ
エ

リ
ー
は
そ
も
そ
も
王
侯
貴
族

や
特
権
階
級
が
作
ら
れ
た
製

品
で
、
お
金
に
糸
目
を
つ
け

ず
、
時
間
を
か
け
て
作
っ
た

製
品
ば
か
り
で
あ
る
。

今
回
の
注
目
は
、�
Ｅ
ｄ

ｗ
ａ
ｒ
ｄ
ｉ
ａ
ｎ
�
プ
ラ
チ

ナ
台
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と
パ

ー
ル
が
使
わ
れ
た
ド
レ
ス
留

め
の
対
の
ブ
ロ
ー
チ
や
医
療

の
象
徴
、
商
業
の
守
護
神
ヘ

ル
メ
ス
の
杖
「
カ
ド
ゥ
ケ
ウ

ス
」
ブ
ロ
ー
チ
。

ヘ
ル
メ
ス
は
ギ
リ
シ
ャ
神

話
の
神
々
の
伝
令
使
、
旅
人

や
商
人
の
守
り
神
、
技
芸
や

医
療
、
幸
運
を
象
徴
す
る
神

様
で
、
こ
の
杖
を
持
っ
た
青

年
の
姿
で
描
か
れ
る
。
こ
の

杖
の
モ
チ
ー
フ
は
�
思
い
が

け
ず
舞
い
込
む
富
�
幸
運
を

も
た
ら
す
も
の
と
し
て
だ
け

で
な
く
、
医
学
、
科
学
、
芸

術
の
ジ
ャ
ン
ル
が
分
か
れ
る

前
、
同
一
視
さ
れ
て
い
た
神

話
の
中
で
医
学
の
シ
ン
ボ
ル

「
Ｍ
ｅ
ｄ
ｅ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ

Ｃ

ａ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ
ｕ
ｓ
」
と
し
て

現
代
ま
で
世
界
中
の
医
療
機

関
で
広
く
用
い
ら
れ
て
い

る
。

Ｅｄｗａｒｄｉａｎ

日
本
眼
鏡
関
連
団
体
協
議

会
（
相
澤
博
彦
代
表
幹
事
、

以
下
日
眼
協
）
は
、
今
年
も

「
１０
月
１
日
メ
ガ
ネ
の
日
」

と
資
格
推
進
運
動
の
認
知
・

啓
発
を
目
的
に
「
メ
ガ
ネ
の

日
」シ
ー
ル
シ
ー
ト
を
制
作
。

眼
鏡
関
連
企
業
を
対
象
に
シ

ー
ル
シ
ー
ト
の
受
注
申
し
込

み
を
受
け
付
け
て
い
る
。

日
眼
協
は
、
毎
年
１０
月
１

日
の
「
メ
ガ
ネ
の
日
」
周
知

促
進
と
、
眼
鏡
技
術
者
の
国

家
資
格
推
進
運
動
の
啓
発
活

動
に
つ
な
げ
る
た
め
、
同
シ

ー
ル
を
郵
便
物
や
商
品
を
発

送
す
る
封
筒
、
名
刺
、
携
帯

電
話（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）な

ど
に
貼
付
し
て
も
ら
い
、
業

界
を
挙
げ
て「
メ
ガ
ネ
の
日
」

と「
国
家
資
格
推
進
運
動
」を

盛
り
上
げ
て
い
く
考
え
だ
。

シ
ー
ル
シ
ー
ト
は
１０
枚
１

セ
ッ
ト
（
１
０
０
０
円
税
込

・
送
料
込
）
で
、
Ａ
５
サ
イ

ズ
用
紙
に
長
方
形
縦
長
型
と

長
方
形
横
型
が
各
２０
枚
ず
つ

収
め
ら
れ
て
い
る
。

納
品
は
７
月
下
旬
予
定

で
、
６
月
２４
日
ま
で
に
申
し

込
み
と
の
こ
と
。

問
い
合
わ
せ
は
、
日
眼
協

事
務
局
�
０３
�
５
２
０
３
�

１
６
６
２
、
Ｅ
メ
ー
ルjaos

tokyo@
ae.auone–net.j

p

ま
で
。

ナガホリ８月５日開催

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｉ

Ｃ

Ｏ
Ｒ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
は

８
月
５
日
、
京
王
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
で
毎
回
好
評
の
「
Ｖ
Ｅ

Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｏ

Ｆ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ

（
ヴ
ェ
ラ
ー
ノ
・
フ
ィ
エ
ス

タ
）」
を
開
催
す
る
。

日
本
発
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ブ

ラ
ン
ド
「
ナ
デ
ィ
ア
」
、
イ

ン
ポ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
「
ブ
チ

ェ
ラ
ッ
テ
ィ
」
「
ス
カ
ヴ
ィ

ア
」
「
レ
ポ
シ
」
オ
リ
ジ
ナ

ル
ブ
ラ
ン
ド
「
ラ
・
ソ
マ
」

「
花
街
道
」
な
ど
人
気
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
新
作
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
が
一
堂
に
集
ま
る
。

来
場
者
に
は
記
念
品
と
し

て
フ
ォ
ン
ダ
ン
シ
ョ
コ
ラ
や

ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
な

ど
人
気
の
ア
イ
テ
ム
を
用
意

す
る
予
定
だ
。

ヴェラーノＦのパンフレット

総合卸

�株株 中中山山眼眼鏡鏡

おかち町
０３‐３８３４‐２５６１

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
で
配
布
の

大
好
評
ラ
ペ
ル
ピ
ン
発
表
決
定

デザイン担当・中村譲氏が会見

真珠の成長過程をＧ７に

ちなみ７つ使用して表現

東
京
時
宝
眼
が
開
催

時時のの記記念念日日
時時計計感感謝謝祭祭

忘
れ
ら
れ
た
時
の
記
念
日

ボ
ン
ド
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
ア
ン
テ
ィ
ー
ク

ジ
ュ
エ
リ
ー
東
京
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
豪
華
開
催

エエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエ
ココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド
ララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララ
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブ
ワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発
表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表

ヴェラーノＦ

ニコンメガネレンズ７０周年記念
コンベンションに多くの来場者

熱熱
視視
線線
集集
めめ
たた
ニニ
ココ
ンン
セセ
ブブ
ンン
とと

シシ
ーー
ココ
ーー
トト
ネネ
クク
スス
トト
シシ
リリ
ーー
ズズ

創
業
７０
年
の
価
値
あ
る
資
料
も
展
示

新
商
品
２
つ
の
画
期
的
特
徴

東東
京京
眼眼
鏡鏡
卸卸
６６
月月
例例
会会
議議
事事
録録

メガネの日シールシート
受注申し込み受け付け中

大
眼
鏡
開
催
２
０
１
６
Ｅ
Ｇ
Ｆ
展

売
上
前
年
大
き
く
上
回
る
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